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こ く し ょ う こ く さ ん

[ 準備するもの ]
■吸水フォーム
■吸水フォームが入る大きさのお皿(容器)
■木工用ボンド
■リボンなど好きな飾り
■小さめの「フォックスフェイス」・・・30個程度

[ つくりかた ] 
1. 吸水フォームをクリスマスツリーのように円錐形にカッ
ターなどで削り、形を作る。

2. ①を用意したお皿に入れる。水は入れない。

3. 「フォックスフェイス」の軸に木工用ボンドを付けて、
吸水フォームに刺していく。上になるにつれて、小さ
めの「フォックスフェイス」を付けると、よりツリーのよう
に見える。

4. 「フォックスフェイス」を刺した間に、リボンなど飾りと
なるものを押しピンや待ち針で刺して完成。

幸運を呼ぶ
クリスマスツリー

びほく管内で栽培している
「花トウガラシ」や小菊と一
緒にいけています。

生け花に

100円ショップなどで売って
いるフェルトや目のシールを
使い、「フォックスフェイス」の
胴体には目を、角の部分に
フェルトや紐を飾ることで、
子ギツネの置物に大変身！

ちょっとした置物に

フォックスフェイス
キャラクター「コン吉」
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ぶ
ク
リ
ス
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ス
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リ
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高
梁
市
中
井
町

び
ほ
く
花
木
生
産
部
会

部
会
長
　
荒
木
　
一
郎
さ
ん

世
界
が
認
め
た
星
の
郷「
美
星
」で
育
て
た

美
星
満
天
豚
Ⓡ

推
し
名
物
ま
つ
り

第
20
回
直
売
所「
き
ら
め
き
の
里
」

　
　
　
　
　
　
　
／
真
庭
市
中
島

・
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
４
つ
の
区
で
優
等
賞

・
観
光
列
車
で
高
梁
茶
Ｐ
Ｒ
　

・
地
域
貢
献
活
動
の
紹
介
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

ミ
ズ
ナ

「
フ
ォ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ス
」

び
ほ
く
花
木
生
産
部
会

245610121418202224

「フォックスフェイス」のほ場から
中井町中心部を望む

梁
市
中
井
町
は
市
街
中
心
部
か
ら
北
へ

車
で
約
30
分
。
新
見
市
と
真
庭
市
に

隣
接
し
、
冷
涼
な
気
候
が
特
徴
の
自
然
豊
か

な
地
区
に
８
０
０
人
ほ
ど
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

国
道
１
８
０
号
沿
い
に
は
、
人
名
が
駅
名
と

な
っ
た
全
国
初
と
な
る
Ｊ
Ｒ
伯
備
線「
方
谷
駅

（
国
登
録
有
形
文
化
財
）」を
有
す
る
な
ど
、
言

わ
ず
と
知
れ
た
山
田
方
谷
の
生
誕
の
地
。
方
谷

は
幕
末
の
儒
家
・
陽
明
学
者
で
、
当
時
財
政

危
機
に
陥
っ
て
い
た
備
中
松
山
藩
を
立
て
直
し
、

教
育
者
と
し
て
も
ま
た
、
多
く
の
優
秀
な
人

材
を
輩
出
し
ま
し
た
。

　
中
心
部
に
は
田
園
風
景
が
広
が
り
、
今
年

も
秋
の
訪
れ
と
と
も
に
稲
を
刈
る
コ
ン
バ
イ
ン

の
音
が
連
日
鳴
り
響
き
ま
し
た
。
離
農
に
よ
る

遊
休
地
の
活
用
が
課
題
と
な
る
中
、
同
地
区

は
農
事
組
合
法
人
を
設
立
し
、
農
地
を
集
約
。

多
く
の
人
が
賛
同
し
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
、

先
人
た
ち
が
愛
し
守
り
続
け
た
農
地
を
後
世

に
残
し
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
尽
力

し
て
い
ま
す
。

　
農
業
が
盛
ん
な
地
域
で
、
水
稲
以
外
に
も

昼
夜
の
寒
暖
差
を
い
か
し
、
野
菜
や
果
樹
だ
け

で
な
く
花
き
に
至
る
ま
で
、
多
種
多
様
な
農

産
物
を
栽
培
。
特
産
の
ブ
ド
ウ
や「
フ
ォ
ッ
ク

ス
フ
ェ
イ
ス
」、
一
寸
ソ
ラ
マ
メ
な
ど
が
代
表
的

で
す
。 高

高梁市中井町

た
か
は
し
し

な
か
い
ち
ょ
う

や
ま
だ

ほ
う
こ
く

表
紙
を
空
か
ら
望
む

―
高
梁
市
中
井
町

山
田
方
谷
の
誕
生
地

山
間
に
黄
色
づ
く
幸
運
の
実

山間に現れる黄金色の風景は
見る者を魅了する

ほ
う
こ
く

や
ま
だ
ほ
う
こ
く

ソ
ラ
サ
ン
ぽ

空

散

歩
©ソラとサン

特産ブドウや「備中牛®」をはじめ、
びほく管内の特産が一堂に集まる
宝庫。同敷地内には、木野山支
店・高梁総合センターがあり、近隣
には高梁セルフ給油所、高梁車輌
センターなどがあります。

最寄りのJA店舗
「高梁グリーンセンター」

2HAREBARE
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日
本
で
唯
一
の
産
地
だ
が
、

ま
だ
ま
だ
発
展
の
余
地
が
あ

る
」と
先
を
見
据
え
る
の
が
、
び
ほ

く
花
木
生
産
部
会
の
荒
木
一
郎
部
会

長（
78
）。
約
25
年
前
に
び
ほ
く
管
内

で
初
め
て「
フ
ォ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ス
」を

導
入
し
た
高
梁
市
中
井
町
の
約
５
㌃

で
栽
培
に
勤
し
ん
で
い
ま
す
。

　
公
務
員
を
退
職
後
、
先
祖
か
ら

受
け
継
い
だ
農
地
や
景
観
を
守
ろ
う

と
農
業
に
着
手
。
水
稲
を
基
軸
に
、

友
人
の
勧
め
で
び
ほ
く
を
代
表
す
る

シ
ャ
ク
ヤ
ク
や「
フ
ォ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ス
」

を
作
付
け
し
、
複
合
経
営
を
始
め
ま

し
た
。
最
初
は
海
の
も
の
と
も
山
の

も
の
と
も
分
か
ら
な
い
作
物
だ
と
感

じ
ま
し
た
が
、
J
Ａ
の
共
同
育
苗
の

支
援
や
、
比
較
的
栽
培
が
し
や
す
く

経
済
性
が
い
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
本

格
的
な
栽
培
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

　「
苗
半
作
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
苗
づ

く
り
は
欠
か
せ
な
い
。
J
Ａ
が
担
っ
て

く
れ
る
こ
と
は
産
地
を
維
持
で
き
る

一
因
」と
話
し
ま
す
。
し
か
し
、
順
風

満
帆
な
時
期
ば
か
り
で
は
な
く
、
苗

の
３
分
の
１
以
上
が
枯
れ
る
事
態
に

も
直
面
。
連
作
障
害
な
ど
が
要
因

で
あ
っ
た
た
め
、
土
壌
消
毒
と
生
育

時
の
管
理
の
徹
底
で
事
態
は
好
転
し

ま
し
た
。
一
年
草
の
た
め
収
穫
後
に

は
管
理
機
で
強
く
張
っ
た
根
を
掘
り

起
こ
し
、
植
え
付
け
を
控
え
た
４
月

上
旬
に
は
、
堆
肥
や
鶏
ふ
ん
な
ど
を

投
入
。
出
荷
が
始
ま
る
９
月
下
旬
に

は
、
日
射
量
を
確
保
し
、
色
づ
き
を

よ
く
す
る
た
め
に
一
枚
ず
つ
丁
寧
に

葉
を
落
と
し
、
最
後
の
仕
上
げ
に
も

力
を
入
れ
ま
す
。

　
昼
夜
の
寒
暖
差
が
栽
培
に
適
し
、

実
が
つ
き
や
す
く
、
着
色
も
い
い
と
い

わ
れ
る
び
ほ
く
地
区
。
市
場
関
係
者

か
ら
も「
他
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な

い
」と
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。「
出

荷
期
間
も
長
く
、
市
場
と
情
報
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
出
荷
調
整
も
可

能
な
作
物
。
短
期
勝
負
で
な
い
の
も

魅
力
の
ひ
と
つ
」と
荒
木
部
会
長
も

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　
一
方
で
、
生
産
者
の
高
齢
化
も
例

外
で
は
な
く
、「
定
年
帰
農
者
な
ど

に
栽
培
の
魅
力
を
伝
え
、
広
域
Ｊ
Ａ

の
利
点
を
い
か
し
、
各
地
で
地
道
な

消
費
宣
伝
活
動
を
継
続
す
る
な
ど

産
地
を
維
持
し
て
い
く
方
策
を
関
係

機
関
一
体
と
な
っ
て
模
索
す
る
必
要

が
あ
る
」と
話
し
ま
し
た
。

れ
何
？
」と
い
う
声
が
聞
こ
え

て
く
る
目
線
の
先
に
は
、
キ
ツ

ネ
の
よ
う
な
形
を
し
た
黄
色
い
実
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
名
も
ツ
ノ
ナ
ス
。

特
産
ブ
ド
ウ「
ピ
オ
ー
ネ
」や
夏
秋
ト

マ
ト「
鬼
退
治
桃
太
郎
ト
マ
ト
」な
ど

多
様
な
農
畜
産
物
を
生
産
す
る
び
ほ

く
地
域
の
中
で
、
こ
の
ツ
ノ
ナ
ス
も

全
国
的
に
も
珍
し
く
、
西
日
本
で
唯

一
栽
培
し
て
い
る
の
が
、
び
ほ
く
花
木

生
産
部
会
で
す
。

　
花
ト
ウ
ガ
ラ
シ
や
ス
ト
ッ
ク
な
ど
年

間
を
通
じ
て
花
き
を
出
荷
す
る
中
で

も
、
５
月
の
シ
ャ
ク
ヤ
ク
に
次
ぐ
主

要
な
柱
が
ツ
ノ
ナ
ス
で
す
。
同
部
会

で
は
キ
ツ
ネ
の
形
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら「
フ
ォ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ス
」の
愛
称
で

販
売
し
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

定
着
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
黄
色
で
縁
起
も
よ
く
、
水
に
つ
け

な
く
て
も
約
３
ヵ
月
間
鑑
賞
で
き
る

の
が
魅
力
。
生
け
花
と
し
て
の
活
用

が
中
心
で
す
が
、
実
ひ
と
つ
で
も
使

え
る
た
め
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
や
ク
リ
ス
マ

ス
の
飾
り
と
し
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
で
、
販
売
の
活
路
を
模
索
し

て
い
ま
す
。

　
出
荷
が
始
ま
っ
た
９
月
下
旬
に
は
、

「
フ
ォ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ス
」と
同
様
に
キ
ツ

ネ
に
由
来
す
る
高
梁
稲
荷
神
社
で
奉

納
式
と
出
荷
進
発
式
を
行
い
、
部
会

員
や
市
場
、
行
政
関
係
者
ら
18
人
が

今
季
の
好
調
な
出
荷
を
祈
願
。
同
部

会
の
荒
木
一
郎
部
会
長（
78
）や
J
Ａ

の
中
村
正
義
常
務
ら
が
、
直
径
６
㌢
、

枝
の
長
さ
１
１
０
㌢
ほ
ど
の「
フ
ォ
ッ
ク

ス
フ
ェ
イ
ス
」を
同
神
社
に
奉
納
し
ま

し
た
。

　
同
部
会
で
は
同
神
社
の
ほ
か
、Ｊ
Ｒ

備
中
高
梁
駅
に
飾
っ
て
駅
利
用
者
へ

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。
J
Ａ
直
売

所「
高
梁
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」「
神
楽

の
里
」（
高
梁
市
）の
ほ
か
、
初
め
て

市
外
の「
山
手
直
売
所
」（
総
社
市
）で

販
売
し
、
消
費
拡
大
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
手
に
取
っ
た
消
費
者
は

「
鮮
や
か
さ
が
目
を
引
く
。
一
瞬
見
た

だ
け
で
話
題
に
な
り
そ
う
」と
目
を
細

め
ま
し
た
。

　
11
月
上
旬
ま
で
京
阪
神
・
岡
山

市
場
を
中
心
に
仕
向
け
、
約
１
万
本

出
荷
し
ま
し
た
。

必要な長さを確保し、直径２㎝ほどにもなる
枝をノコギリで引いて収穫

「幸運をもたらす黄色。この年末年始はぜひ飾ってほしい」とＰＲする荒木部会長

「
西

一面黄色く色づ
き、晴れ渡る秋空
とのコントラストが
鮮やかな「フォック
スフェイス」

Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山

び
ほ
く
花
木
生
産
部
会

（
61
人
の
う
ち
15
人
が
50
㌃
で
栽
培
）

あ
ら
き

な
か
む
ら
ま
さ
よ
し

い
ち
ろ
う

「
こ

共
同
育
苗
と
経
済
性
を
糧
に

魅
力
あ
る
作
物
へ

荒木 一郎さん（78）晴れびと！

びほく統括本部　びほく花木生産部会

部会長
あらき いちろう

フ
ォ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ス

今
月
の
特
産
品

表紙の説明
出荷時期を迎えた「フォックスフェイス」の魅
力をRSK「笑味ちゃん天気予報」の難波リ
ポーターに伝える荒木部会長（左）

なんば

ハロウィーンやクリスマスの飾りにも
話題性いかし活路

「フォックスフェイス」を高梁稲荷神社に
奉納する荒木部会長（中央）
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日
本
で
唯
一
の
産
地
だ
が
、

ま
だ
ま
だ
発
展
の
余
地
が
あ

る
」と
先
を
見
据
え
る
の
が
、
び
ほ

く
花
木
生
産
部
会
の
荒
木
一
郎
部
会

長（
78
）。
約
25
年
前
に
び
ほ
く
管
内

で
初
め
て「
フ
ォ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ス
」を

導
入
し
た
高
梁
市
中
井
町
の
約
５
㌃

で
栽
培
に
勤
し
ん
で
い
ま
す
。

　
公
務
員
を
退
職
後
、
先
祖
か
ら

受
け
継
い
だ
農
地
や
景
観
を
守
ろ
う

と
農
業
に
着
手
。
水
稲
を
基
軸
に
、

友
人
の
勧
め
で
び
ほ
く
を
代
表
す
る

シ
ャ
ク
ヤ
ク
や「
フ
ォ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ス
」

を
作
付
け
し
、
複
合
経
営
を
始
め
ま

し
た
。
最
初
は
海
の
も
の
と
も
山
の

も
の
と
も
分
か
ら
な
い
作
物
だ
と
感

じ
ま
し
た
が
、
J
Ａ
の
共
同
育
苗
の

支
援
や
、
比
較
的
栽
培
が
し
や
す
く

経
済
性
が
い
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
本

格
的
な
栽
培
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

　「
苗
半
作
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
苗
づ

く
り
は
欠
か
せ
な
い
。
J
Ａ
が
担
っ
て

く
れ
る
こ
と
は
産
地
を
維
持
で
き
る

一
因
」と
話
し
ま
す
。
し
か
し
、
順
風

満
帆
な
時
期
ば
か
り
で
は
な
く
、
苗

の
３
分
の
１
以
上
が
枯
れ
る
事
態
に

も
直
面
。
連
作
障
害
な
ど
が
要
因

で
あ
っ
た
た
め
、
土
壌
消
毒
と
生
育

時
の
管
理
の
徹
底
で
事
態
は
好
転
し

ま
し
た
。
一
年
草
の
た
め
収
穫
後
に

は
管
理
機
で
強
く
張
っ
た
根
を
掘
り

起
こ
し
、
植
え
付
け
を
控
え
た
４
月

上
旬
に
は
、
堆
肥
や
鶏
ふ
ん
な
ど
を

投
入
。
出
荷
が
始
ま
る
９
月
下
旬
に

は
、
日
射
量
を
確
保
し
、
色
づ
き
を

よ
く
す
る
た
め
に
一
枚
ず
つ
丁
寧
に

葉
を
落
と
し
、
最
後
の
仕
上
げ
に
も

力
を
入
れ
ま
す
。

　
昼
夜
の
寒
暖
差
が
栽
培
に
適
し
、

実
が
つ
き
や
す
く
、
着
色
も
い
い
と
い

わ
れ
る
び
ほ
く
地
区
。
市
場
関
係
者

か
ら
も「
他
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な

い
」と
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。「
出

荷
期
間
も
長
く
、
市
場
と
情
報
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
出
荷
調
整
も
可

能
な
作
物
。
短
期
勝
負
で
な
い
の
も

魅
力
の
ひ
と
つ
」と
荒
木
部
会
長
も

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　
一
方
で
、
生
産
者
の
高
齢
化
も
例

外
で
は
な
く
、「
定
年
帰
農
者
な
ど

に
栽
培
の
魅
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を
伝
え
、
広
域
Ｊ
Ａ

の
利
点
を
い
か
し
、
各
地
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地
道
な

消
費
宣
伝
活
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を
継
続
す
る
な
ど

産
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を
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し
て
い
く
方
策
を
関
係

機
関
一
体
と
な
っ
て
模
索
す
る
必
要

が
あ
る
」と
話
し
ま
し
た
。

れ
何
？
」と
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う
声
が
聞
こ
え

て
く
る
目
線
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先
に
は
、
キ
ツ

ネ
の
よ
う
な
形
を
し
た
黄
色
い
実
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
名
も
ツ
ノ
ナ
ス
。

特
産
ブ
ド
ウ「
ピ
オ
ー
ネ
」や
夏
秋
ト

マ
ト「
鬼
退
治
桃
太
郎
ト
マ
ト
」な
ど

多
様
な
農
畜
産
物
を
生
産
す
る
び
ほ

く
地
域
の
中
で
、
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ツ
ノ
ナ
ス
も

全
国
的
に
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し
く
、
西
日
本
で
唯

一
栽
培
し
て
い
る
の
が
、
び
ほ
く
花
木

生
産
部
会
で
す
。
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ス
ト
ッ
ク
な
ど
年
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て
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荷
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中
で

も
、
５
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の
シ
ャ
ク
ヤ
ク
に
次
ぐ
主

要
な
柱
が
ツ
ノ
ナ
ス
で
す
。
同
部
会

で
は
キ
ツ
ネ
の
形
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら「
フ
ォ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ス
」の
愛
称
で

販
売
し
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

定
着
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
黄
色
で
縁
起
も
よ
く
、
水
に
つ
け

な
く
て
も
約
３
ヵ
月
間
鑑
賞
で
き
る

の
が
魅
力
。
生
け
花
と
し
て
の
活
用

が
中
心
で
す
が
、
実
ひ
と
つ
で
も
使

え
る
た
め
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
や
ク
リ
ス
マ

ス
の
飾
り
と
し
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
で
、
販
売
の
活
路
を
模
索
し

て
い
ま
す
。

　
出
荷
が
始
ま
っ
た
９
月
下
旬
に
は
、

「
フ
ォ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ス
」と
同
様
に
キ
ツ

ネ
に
由
来
す
る
高
梁
稲
荷
神
社
で
奉

納
式
と
出
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発
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を
行
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、
部
会
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や
市
場
、
行
政
関
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者
ら
18
人
が

今
季
の
好
調
な
出
荷
を
祈
願
。
同
部

会
の
荒
木
一
郎
部
会
長（
78
）や
J
Ａ

の
中
村
正
義
常
務
ら
が
、
直
径
６
㌢
、

枝
の
長
さ
１
１
０
㌢
ほ
ど
の「
フ
ォ
ッ
ク

ス
フ
ェ
イ
ス
」を
同
神
社
に
奉
納
し
ま

し
た
。

　
同
部
会
で
は
同
神
社
の
ほ
か
、Ｊ
Ｒ

備
中
高
梁
駅
に
飾
っ
て
駅
利
用
者
へ

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。
J
Ａ
直
売

所「
高
梁
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」「
神
楽

の
里
」（
高
梁
市
）の
ほ
か
、
初
め
て

市
外
の「
山
手
直
売
所
」（
総
社
市
）で

販
売
し
、
消
費
拡
大
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
手
に
取
っ
た
消
費
者
は

「
鮮
や
か
さ
が
目
を
引
く
。
一
瞬
見
た

だ
け
で
話
題
に
な
り
そ
う
」と
目
を
細

め
ま
し
た
。

　
11
月
上
旬
ま
で
京
阪
神
・
岡
山

市
場
を
中
心
に
仕
向
け
、
約
１
万
本

出
荷
し
ま
し
た
。

必要な長さを確保し、直径２㎝ほどにもなる
枝をノコギリで引いて収穫

「幸運をもたらす黄色。この年末年始はぜひ飾ってほしい」とＰＲする荒木部会長

「
西

一面黄色く色づ
き、晴れ渡る秋空
とのコントラストが
鮮やかな「フォック
スフェイス」

Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山

び
ほ
く
花
木
生
産
部
会

（
61
人
の
う
ち
15
人
が
50
㌃
で
栽
培
）

あ
ら
き

な
か
む
ら
ま
さ
よ
し

い
ち
ろ
う

「
こ

共
同
育
苗
と
経
済
性
を
糧
に

魅
力
あ
る
作
物
へ

荒木 一郎さん（78）晴れびと！

びほく統括本部　びほく花木生産部会

部会長
あらき いちろう

フ
ォ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ス

今
月
の
特
産
品

表紙の説明
出荷時期を迎えた「フォックスフェイス」の魅
力をRSK「笑味ちゃん天気予報」の難波リ
ポーターに伝える荒木部会長（左）

なんば

ハロウィーンやクリスマスの飾りにも
話題性いかし活路

「フォックスフェイス」を高梁稲荷神社に
奉納する荒木部会長（中央）
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　J
A
は
古
く
か
ら
地
域
で
愛
さ
れ
て
い

る「
美
星
豚
」の
さ
ら
な
る
知
名
度
向
上

と
消
費
拡
大
に
向
け
、「
美
星
満
天
豚
®
」

と
命
名
し
、
商
標
を
取
得
し
ま
し
た
。

　地
域
・
J
A
が
誇
る
特
産
と
し
て
ワ
ン

ラ
ン
ク
上
の
Ｐ
Ｒ
を
目
指
し
て
美
星
町
観

光
協
会
と
協
力
し
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

図
り
ま
す
。
今
月
は
、「
美
星
満
天
豚
」の

魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
井
原
市
美
星
町
は
、
星
の
郷
と
し
て
知
ら
れ
、

日
本
で
初
め
て
光
害
防
止
条
例
を
施
行
・
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
昨
年

11
月
に
国
際
的
な
認
定
制
度
で
あ
る「
星
空
保

護
区
」に
全
国
で
３
番
目
に
認
定
。
そ
の「
星
の

郷
美
星
」に
ち
な
み
、
満
天
の
星
が
き
ら
め
く

自
然
豊
か
な
場
所
で
育
て
ら
れ
た
こ
と
が
連
想

で
き
る
よ
う「
美
星
満
天
豚
」と
名
付
け
、
コ
ン

セ
プ
ト
を「
豚
に
願
い
を
！
旨
い
が
か
な
う
肉
」

と
定
め
ま
し
た
。

　
11
月
下
旬
に
は
、Ｊ
Ａ
自
家
加
工
施
設
前
に

あ
る「
星
の
郷
青
空
市
」で
命
名
式
と
ラ
ッ
ピ
ン

グ
ト
ラ
ッ
ク
を
披
露
。
デ
ビ
ュ
ー
に
先
駆
け
商
品

開
発
し
て
き
た
黒
豚
コ
ロ
ッ
ケ
や
特
製
串
焼
き

の
実
演
販
売
、極
厚
ト
ン
テ
キ
や
ハ
ム
・ソ
ー
セ
ー

ジ
を
加
工
場
か
ら
直
送
で
販
売
し
ま
し
た
。

　
J
A
の
山
本
日
吉
司
常
務
は「
双
方
の
強
み

を
い
か
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
観
光
客
を
呼
び

込
み
た
い
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　「
美
星
満
天
豚
」の
特
長
は
、何
と
い
っ

て
も
、
平
均
標
高
３
０
０
㍍
の
な
だ
ら

か
な
高
原
地
帯
で
飼
育
か
ら
加
工
ま
で
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
一
体
と
な
っ
て
手
掛
け
る

一
貫
生
産
体
制
を
確
立
し
て
い
る
こ
と

で
す
。

　
同
町
は
、
１
９
５
５
年
頃
か
ら
酪
農

と
養
豚
が
盛
ん
で
、
旧
美
星
町
農
協
が

行
政
と
手
を
取
り
合
い
畜
産
業
及
び
そ

の
加
工
販
売
に
も
力
を
注
い
で
き
ま
し

た
。
１
９
７
０
年
に
は
１
０
０
０
頭
以
上

を
収
容
で
き
る
現
在
の
集
団
養
豚
場
を

建
設
す
る
ま
で
に
成
長
。
そ
の
後
、
地

域
内
一
貫
経
営
の
組
織
の
確
立
な
ど
を

通
じ
て
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
て
き
ま

し
た
。

　
繁
殖
か
ら
肥
育
ま
で
一
貫
管
理
し
、

白
豚
・
黒
豚
・※
二
元
豚
を
計
５
０
０
０

頭
飼
育
。
生
後
25
日
ご
ろ
ま
で
母
乳
で

育
て
、離
乳
後
は
ミ
ネ
ラ
ル・
ビ
タ
ミ
ン
・

ア
ミ
ノ
酸
な
ど
必
要
な
栄
養
素
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
配
合
し
、
さ
ら
に
独
自
配
合

し
た
穀
物
中
心
の
配
合
飼
料
で
育
て
て

い
ま
す
。

　
特
に
黒
豚
は
特
性
上
、
白
豚
に
比
べ

て
繁
殖
頭
数
が
半
数
ほ
ど
と
少
な
く
、

成
長
に
時
間
が
か
か
り
、
体
格
が
小
さ
く

肉
量
も
多
く
な
い
た
め
、
高
い
希
少
価

値
が
あ
り
ま
す
。
濃
い
赤
身
部
分
を
有
し
、

や
わ
ら
か
く
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
肉
の
甘
味

と
旨
味
で
人
気
が
あ
り
ま
す
。

星空公園から望む美星天文台と天の川／写真提供：小田 隆司さん（岡山市）

昨年山手直売所で行ったフェアでも「美星満天豚」の人気が伺える盛況ぶり

▶
筋
な
ど
を
丁
寧
に
取
り
除
く
精
肉
加
工
技
術

この活動はJA共済の地域貢献活動の一環として開催しています。

観 

光
×
特 

産

コ
ン
セ
プ
ト
は「
豚
に
願
い
を
！
旨
い
が
か
な
う
肉
」

標高３００ｍの高原地帯で
飼育から加工まで一貫生産

受
け
継
が
れ
る
加
工
技
術

「美星満天豚」満点定食デビュー
［ 12月11日（日）まで　お食事処「星の郷」で提供中 ］

　35年以上の歴史があるハム・ソーセージ・焼豚な
どの加工品は製造当初からJA職員が肉の選定から加
工・梱包までを行っています。その技術は、先輩から
後輩に脈 と々受け継がれ、伝統の味を守り続けています。

　お食事処「星の郷」との星空をイメージしたコラボメニュー
の登場です。自慢の黒豚コロッケ・黒豚ハンバーグ・トンテキ・
ハム・ソーセージがワンプレートで味わえます。ぜひこの機
会にご賞味ください。
井原市美星町西水砂４５－１  ※「星の郷青空市」敷地内
㉁火曜日／営9：00～ 19：00／☎0866-87-3595

◀独自に配合した餌を与えて飼育。その後、
美星加工センターに出荷される

甘味と旨味が好評の「美星満天豚」

1日10食限定　1,400円（事前予約は不要です）

期間
限定

世
界
が
認
め
た

星
の
郷「
美
星
」で
育
て
た

極
上
の
豚
肉

おだ たかし

び
せ
い
ま
ん
て
ん
ぶ
た

び
せ
い
ぶ
た

や
ま
も
と

ひ
よ
し

※
異
な
る
2
種
類
の
豚
を
掛
け
合
わ
せ
て

　
生
ま
れ
た
豚
の
こ
と
。

▶
井
原
市
美
星
町
に
あ

る
、岡
山
Ｊ
Ａ
畜
産
㈱

美
星
農
場
の
養
豚
場

ここが
決め手！！

私たちが責任と誇りをもってお届けする自慢の豚肉です。
ご家庭用にも贈答用にもお使いいただけます！

美星加工センターの職員

特集

街
中
で
チ
ェッ
ク
し
て

く
だ
さ
い
！

街
中
で
チ
ェッ
ク
し
て

く
だ
さ
い
！

美星町美星町
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　J
A
は
古
く
か
ら
地
域
で
愛
さ
れ
て
い

る「
美
星
豚
」の
さ
ら
な
る
知
名
度
向
上

と
消
費
拡
大
に
向
け
、「
美
星
満
天
豚
®
」

と
命
名
し
、
商
標
を
取
得
し
ま
し
た
。

　地
域
・
J
A
が
誇
る
特
産
と
し
て
ワ
ン

ラ
ン
ク
上
の
Ｐ
Ｒ
を
目
指
し
て
美
星
町
観

光
協
会
と
協
力
し
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

図
り
ま
す
。
今
月
は
、「
美
星
満
天
豚
」の

魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
井
原
市
美
星
町
は
、
星
の
郷
と
し
て
知
ら
れ
、

日
本
で
初
め
て
光
害
防
止
条
例
を
施
行
・
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
昨
年

11
月
に
国
際
的
な
認
定
制
度
で
あ
る「
星
空
保

護
区
」に
全
国
で
３
番
目
に
認
定
。
そ
の「
星
の

郷
美
星
」に
ち
な
み
、
満
天
の
星
が
き
ら
め
く

自
然
豊
か
な
場
所
で
育
て
ら
れ
た
こ
と
が
連
想

で
き
る
よ
う「
美
星
満
天
豚
」と
名
付
け
、
コ
ン

セ
プ
ト
を「
豚
に
願
い
を
！
旨
い
が
か
な
う
肉
」

と
定
め
ま
し
た
。

　
11
月
下
旬
に
は
、Ｊ
Ａ
自
家
加
工
施
設
前
に

あ
る「
星
の
郷
青
空
市
」で
命
名
式
と
ラ
ッ
ピ
ン

グ
ト
ラ
ッ
ク
を
披
露
。
デ
ビ
ュ
ー
に
先
駆
け
商
品

開
発
し
て
き
た
黒
豚
コ
ロ
ッ
ケ
や
特
製
串
焼
き

の
実
演
販
売
、極
厚
ト
ン
テ
キ
や
ハ
ム
・ソ
ー
セ
ー

ジ
を
加
工
場
か
ら
直
送
で
販
売
し
ま
し
た
。

　
J
A
の
山
本
日
吉
司
常
務
は「
双
方
の
強
み

を
い
か
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
観
光
客
を
呼
び

込
み
た
い
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　「
美
星
満
天
豚
」の
特
長
は
、何
と
い
っ

て
も
、
平
均
標
高
３
０
０
㍍
の
な
だ
ら

か
な
高
原
地
帯
で
飼
育
か
ら
加
工
ま
で
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
一
体
と
な
っ
て
手
掛
け
る

一
貫
生
産
体
制
を
確
立
し
て
い
る
こ
と

で
す
。

　
同
町
は
、
１
９
５
５
年
頃
か
ら
酪
農

と
養
豚
が
盛
ん
で
、
旧
美
星
町
農
協
が

行
政
と
手
を
取
り
合
い
畜
産
業
及
び
そ

の
加
工
販
売
に
も
力
を
注
い
で
き
ま
し

た
。
１
９
７
０
年
に
は
１
０
０
０
頭
以
上

を
収
容
で
き
る
現
在
の
集
団
養
豚
場
を

建
設
す
る
ま
で
に
成
長
。
そ
の
後
、
地

域
内
一
貫
経
営
の
組
織
の
確
立
な
ど
を

通
じ
て
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
て
き
ま

し
た
。

　
繁
殖
か
ら
肥
育
ま
で
一
貫
管
理
し
、

白
豚
・
黒
豚
・※
二
元
豚
を
計
５
０
０
０

頭
飼
育
。
生
後
25
日
ご
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ま
で
母
乳
で

育
て
、離
乳
後
は
ミ
ネ
ラ
ル・
ビ
タ
ミ
ン
・

ア
ミ
ノ
酸
な
ど
必
要
な
栄
養
素
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
配
合
し
、
さ
ら
に
独
自
配
合

し
た
穀
物
中
心
の
配
合
飼
料
で
育
て
て

い
ま
す
。
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黒
豚
は
特
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上
、
白
豚
に
比
べ
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繁
殖
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数
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少
な
く
、

成
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時
間
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か
か
り
、
体
格
が
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さ
く

肉
量
も
多
く
な
い
た
め
、
高
い
希
少
価

値
が
あ
り
ま
す
。
濃
い
赤
身
部
分
を
有
し
、

や
わ
ら
か
く
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
肉
の
甘
味

と
旨
味
で
人
気
が
あ
り
ま
す
。

星空公園から望む美星天文台と天の川／写真提供：小田 隆司さん（岡山市）
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精
肉
の
下
処
理
か
ら
味
付
け
、
成
型

ま
で
す
べ
て
美
星
加
工
セ
ン
タ
ー
で
一
貫

体
制
で
製
造
し
て
い
ま
す
。

　
燻
製
に
は
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
チ
ッ
プ
を

使
い
、
香
り
高
く
、「
美
星
満
天
豚
」の

旨
味
を
よ
り
一
層
引
き
立
て
ま
す
。

　
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
粗
挽
き
・
絹
挽
き
・
グ

リ
ル
・
ス
パ
イ
シ
ー
の
4
種
類
を
揃
え
、

ハ
ム
や
ベ
ー
コ
ン
も
加
わ
り
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
で
す
。
ほ

か
に
も
、
豚
タ
ン
ス
モ
ー

ク
な
ど
も
密
か
に
人
気

を
集
め
る
商
品
の
ひ
と
つ

で
す
。

　
井
原
市
の
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
に
も
採
用

さ
れ
、
全
国
各
地
の
リ

ピ
ー
タ
ー
か
ら
根
強
い
人

気
が
あ
り
ま
す
。

　一般的に白豚を使うコロッケが多い中、他商品との差
別化をするために国産ジャガイモと希少性の高い黒豚を採
用。特にこだわったのは、黒豚の含有量です。脂の旨味
をしっかり感じられるように肉の量を一般的な含有量の３倍
に当たる20％以上としました。
　基本をガーリック味にしたことで、黒豚本来のジューシー
さとコクを感じられる自慢の逸品に仕上がりました。
　存分に味わってもらいたいと通常より大きい1個85gに
しました。

旬
の
食
材
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
晴
れ
の
国
レ
シ
ピ
」で
公
開
中
♪

●5個入り600円（1個当たり85g）
●ガーリック味／冷凍

肉量は通常の3倍増し！

す
べ
て
手
づ
く
り
、
時
間
を
か
け
た
至
高
の
逸
品

﹇
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
﹈

美
星
黒
豚
1
0
0
％

﹇
美
星
黒
豚
手
捏
ね
粗
挽
き
ハ
ン
バ
ー
グ
﹈

焼くだけじゃもったいない！！

美星黒豚ハンバーグの
ヤンニョム風炒め

解凍せずそのまま揚げることで、コロッケの破裂を
防ぐことができます。

調理の際のポイント

加熱処理済みなので、このまま食べることもでき、
さらに肉本来の旨さを味わえます。

ソーセージの食べ方

［黒豚コロッケ］

　
合
い
挽
き
肉
や
白
豚
を
一
般
的
に
使
う

も
の
が
多
い
中
、
黒
豚
の
み
を
使
い
、Ｊ
Ａ

直
売
所
と
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
し
か
買

え
な
い
と
い
う
希
少
価
値
の
高
い「
美
星
黒

豚
手
捏
ね
粗
挽
き
ハ
ン
バ
ー
グ
」。

　
す
べ
て
手
作
業
で
、
家
庭
の
味
に
近
い
上
、

企
業
秘
密
の
濃
い
タ
レ
で
味
付
け
。
ソ
ー
ス

が
な
く
て
も
ハ
ン
バ
ー
グ
だ
け
で
食
べ
ら
れ

る
手
軽
さ
が
人
気
で
、
主
婦
層
か
ら
支
持

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
豚
本
来
の
旨
味
を
感
じ
ら
れ
、
口
当
た

り
が
や
さ
し
く
柔
ら
か
い
、
サ
ッ
パ
リ
と
し

た
味
わ
い
を
堪
能
で
き
ま
す
。
食
べ
た
人

は「
そ
の
ま
ま
焼
く
だ
け
で
も
お
い
し
い
が
、

焼
く
と
出
る
肉
汁
で
ソ
ー
ス
を
作
る
と
、

黒
豚
の
旨
味
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
味
わ
え

る
」と
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

　
こ
だ
わ
り
は
、
黒
豚
の
部
位
選
定
や
タ

マ
ネ
ギ
の
配
合
に
も
及
び
ま
す
。
基
本
的

に
は
足
や
す
ね
肉
を
使
い
ま
す
が
、

モ
モ
肉
な
ど
ほ
か
の
部
位
を
そ

の
都
度
配
合
を
変
え
な
が
ら
混

ぜ
込
む
こ
と
で
、
甘
味
や
旨
味

が
増
す
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

ま
す
。

　
タ
マ
ネ
ギ
も
生
と
、
飴
色
に

な
る
ま
で
炒
め
た
も
の
の
両
方

を
混
ぜ
て
風
味
豊
か
に
仕
上
げ

る
こ
だ
わ
り
。
タ
マ
ネ
ギ
の
甘
味

と
豚
肉
の
旨
味
と
の
相
乗
効
果
が
生
ま

れ
、
一
日
生
地
を
寝
か
せ
る
こ
と
で
味
が

な
じ
み
、
よ
り
お
い
し
く
仕
上
が
っ
た
自

慢
の
逸
品
で
す
。 上／ハムやソーセージなど加

工品の数々。一度食べると、
また食べたくなる味わい
左／成型したソーセージを
燻製機の中に入れる職員

上／さまざまな部位を組み合わせて、粗挽きする
左／手捏ねした後、一個ずつ丁寧に成型

・黒豚手捏ね
　粗挽きハンバーグ・・・・２個
・片栗粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
・タマネギ（大）・・・・・・・・・・・１個
・ピーマン・・・・・・・・・・・・・・・・・・２個
・ニンジン・・・・・・・・・・・・・・・・・１本
・塩コショウ・・・・・・・・・・・・・・少々

肉汁が溢れ出し、まるで
ステーキを食べているかの
ような肉の食感を味わえる

直売所・オンラインショップでしか手に入らない !!
希少性高い「黒豚」だけを使うこだわり

ちょっ
と

ひと手
間！

アレン
ジ

レシピ

材 料（２～３人前）

つくり方

・酒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ２
・しょうゆ・・・・・・・・・・・・・大さじ1.５
・砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1.５
・みりん・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
・おろしニンニク・・・・大さじ１～1.５（２片分）
・コチュジャン・・・・・・・・大さじ２
・ケチャップ・・・・・・・・・・大さじ１

1.タマネギ・ピーマン・ニンジンをひと口大に切る。
2.ハンバーグを自然解凍させ、切れる程度にやわ
らかくなったら４等分に切る。調味料が絡むように、片栗粉
をまぶしておく。
3.②のハンバーグをフライパンで焼く。中まで火が通ったら、
一度フライパンから取り出しておく。　　　　　　　　　
※肉の脂がたっぷり出てくるので、サラダ油などは必要ありません。

4.フライパンに残った肉の脂で、①の野菜を炒め、塩コショウ
で味を整えておく。
5.④に取り出しておいたハンバーグを再び加え、火にかける。
6.仕上げに★の調味料を加え、具材にしっかり絡んだら完成。

★調味料

こちらでお買い求めいただけます
・山手直売所「ふれあいの里」（総社市）
・玉島北直売所「メルカートたまきた果菜館」（倉敷市）
・高梁グリーンセンター（高梁市）
・きらめきの里（真庭市）
・井原直売所「いばら愛菜館」（井原市）　など

ハム・ソーセージ・ハンバーグなどの加
工品はもとより、ロース肉やテキカツな
どもラインアップ。

ＪＡオンラインショップ▶

晴れの国岡山 オンラインショップ
※店舗により取扱いが異なりますので、詳しくはお近くの直売所へ
　お問い合わせください

コチュジャンの
ピリ辛がクセになる！
試してみてね♪

●
2
個
入
り
5
0
0
円（
1
個
当
た
り
1
0
0
㌘
）

●
プ
レ
ー
ン
味
と
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
ッ
パ
ー
味
の
2
種
類
／
冷
凍

ご

特集
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旬
の
食
材
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
晴
れ
の
国
レ
シ
ピ
」で
公
開
中
♪

●5個入り600円（1個当たり85g）
●ガーリック味／冷凍

肉量は通常の3倍増し！

す
べ
て
手
づ
く
り
、
時
間
を
か
け
た
至
高
の
逸
品

﹇
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
﹈

美
星
黒
豚
1
0
0
％

﹇
美
星
黒
豚
手
捏
ね
粗
挽
き
ハ
ン
バ
ー
グ
﹈

焼くだけじゃもったいない！！

美星黒豚ハンバーグの
ヤンニョム風炒め
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ソーセージの食べ方

［黒豚コロッケ］

　
合
い
挽
き
肉
や
白
豚
を
一
般
的
に
使
う

も
の
が
多
い
中
、
黒
豚
の
み
を
使
い
、Ｊ
Ａ

直
売
所
と
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
し
か
買

え
な
い
と
い
う
希
少
価
値
の
高
い「
美
星
黒

豚
手
捏
ね
粗
挽
き
ハ
ン
バ
ー
グ
」。

　
す
べ
て
手
作
業
で
、
家
庭
の
味
に
近
い
上
、

企
業
秘
密
の
濃
い
タ
レ
で
味
付
け
。
ソ
ー
ス

が
な
く
て
も
ハ
ン
バ
ー
グ
だ
け
で
食
べ
ら
れ

る
手
軽
さ
が
人
気
で
、
主
婦
層
か
ら
支
持

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
豚
本
来
の
旨
味
を
感
じ
ら
れ
、
口
当
た

り
が
や
さ
し
く
柔
ら
か
い
、
サ
ッ
パ
リ
と
し

た
味
わ
い
を
堪
能
で
き
ま
す
。
食
べ
た
人

は「
そ
の
ま
ま
焼
く
だ
け
で
も
お
い
し
い
が
、

焼
く
と
出
る
肉
汁
で
ソ
ー
ス
を
作
る
と
、

黒
豚
の
旨
味
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
味
わ
え

る
」と
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

　
こ
だ
わ
り
は
、
黒
豚
の
部
位
選
定
や
タ

マ
ネ
ギ
の
配
合
に
も
及
び
ま
す
。
基
本
的

に
は
足
や
す
ね
肉
を
使
い
ま
す
が
、

モ
モ
肉
な
ど
ほ
か
の
部
位
を
そ

の
都
度
配
合
を
変
え
な
が
ら
混

ぜ
込
む
こ
と
で
、
甘
味
や
旨
味

が
増
す
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

ま
す
。

　
タ
マ
ネ
ギ
も
生
と
、
飴
色
に

な
る
ま
で
炒
め
た
も
の
の
両
方

を
混
ぜ
て
風
味
豊
か
に
仕
上
げ

る
こ
だ
わ
り
。
タ
マ
ネ
ギ
の
甘
味

と
豚
肉
の
旨
味
と
の
相
乗
効
果
が
生
ま

れ
、
一
日
生
地
を
寝
か
せ
る
こ
と
で
味
が

な
じ
み
、
よ
り
お
い
し
く
仕
上
が
っ
た
自

慢
の
逸
品
で
す
。 上／ハムやソーセージなど加

工品の数々。一度食べると、
また食べたくなる味わい
左／成型したソーセージを
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希少性高い「黒豚」だけを使うこだわり

ちょっ
と

ひと手
間！

アレン
ジ

レシピ

材 料（２～３人前）

つくり方

・酒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ２
・しょうゆ・・・・・・・・・・・・・大さじ1.５
・砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1.５
・みりん・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
・おろしニンニク・・・・大さじ１～1.５（２片分）
・コチュジャン・・・・・・・・大さじ２
・ケチャップ・・・・・・・・・・大さじ１

1.タマネギ・ピーマン・ニンジンをひと口大に切る。
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★調味料

こちらでお買い求めいただけます
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・玉島北直売所「メルカートたまきた果菜館」（倉敷市）
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ＪＡオンラインショップ▶

晴れの国岡山 オンラインショップ
※店舗により取扱いが異なりますので、詳しくはお近くの直売所へ
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ピリ辛がクセになる！
試してみてね♪

●
2
個
入
り
5
0
0
円（
1
個
当
た
り
1
0
0
㌘
）

●
プ
レ
ー
ン
味
と
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
ッ
パ
ー
味
の
2
種
類
／
冷
凍

ご

特集
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作 っ て 食 べ て
農 業 を 元 気 に !

JA晴れの国岡山があなたの農業ライフを全力でサポート!!

ミズナ
鍋物・煮物・漬物・サラダに重宝

■
お
す
す
め
資
材

❷化成肥料14-14-14
野菜・果樹・花など幅広く使えます。高成分な
ので少量投入で経済的です。

地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資　材の選び方や使い方、栽培方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。直売所の出荷者も募集しています！ご相談・お買い求めはお近くの生産資材店舗まで…

発芽適温は20～25℃で、冷涼な気候を好みます。25℃以
上では軟弱徒長し、株張りが悪く、15℃以下では葉の伸長が
緩慢になります。初期生
育には十分な水が必要で
すが、高温期は生育後半
に過湿になると、軟腐病
が発生しやすくなるので注
意しましょう。

収穫後は、おいしく長く保存しよう♪

冷蔵の場合

冷凍の場合

解凍方法＆調理例

　今
ま
で
普
通
に
食
べ
て
い
た
食
材
も
、

育
つ
ま
で
に
や
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
世
話
は
と
て
も
大

変
で
す
が
、
見
る
度
に
葉
や
茎
の
成
長
を

感
じ
ら
れ
、と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

難
し
い
作
業
も
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
も

ら
い
、
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
お
い
し
い
野
菜
を
作
る
た
め
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

上：直径２㎝ほどに育った
ハツカダイコンを収穫

左：後期授業がはじまり、慣
れた手つきでハクサイ
の苗を植え付ける学生

毎月第４水曜日
18時50分～放送

チェック！

ソラからのアドバイス

サラダで食べるなら小株から中株くらいが最
適だよ。間引くように収穫し、小株なら種まき
後約１か月経って草丈が15㎝程度の頃から、
中株なら草丈が25～30㎝程度の頃に収穫
できるよ。大株は鍋物や漬物におすすめ！

栽培スケジュール

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

●種まき　　　　収穫

い
し
は
た

と
ら
の
す
け

食
文
化
学
部

現
代
食
文
化
学
科

石
畑

　虎
之
介
さ
ん 

（
1
年
）

草丈15㎝くらいの頃、株まわりに
まき、すき込む。

※追肥は草勢を見て、旺盛なようなら省略する。

JAに相談して病状や品目に応じた適切な薬剤を選
び、必ず商品のラベルや説明書に従い、適正に使う。

コナガ・ヨトウムシ・ハモグリバエ・アブラムシなどの食害を防ぐた
め、防虫ネットやべた掛け資材で覆う。または薬剤を散布する。

❺ 害虫防除

❶ 畑づくり

❶JA晴れの国岡山
　オリジナル野菜の肥料
窒素・リン酸・カリに加え、微量要素をバランスよ
く配合し、野菜の元肥・追肥に幅広く使えます。

❷ 間引き
本葉１～２枚のとき、子
葉の形が正ハート形の
ものを残し、丸形・長形
のものを除く。

幅１００～１２０㎝のベッドを作り、全面に資材を施し、
15㎝の深さによく耕す。

❸ 追肥
１回目

❷
化成肥料
14-14-14
30g

1㎡あたりの量

苦土石灰
100ｇ

堆肥
１㎏

❶
野菜の肥料
100g

1㎡あたりの量

教えてくれるのは
この人！！

発芽を揃えるためには初期の水分管理が大切です。
適湿を保つために覆土の上からもみ殻などをまくと、畝
の表面が乾くのを防げます。べた掛け資材を利用して
もいいですよ。

ミズナの草丈や分けつの発生は、条間や株間に影響
されます。狭いと草丈が伸びる傾向に、広いと分けつ
が増える傾向になります。

幅100～120㎝

15～20㎝

条まき
1㎝程度

高さ10㎝

発芽し本葉が出始めた
ら茎が必要以上に間
延びしないよう、本葉が
２～３枚のころ、株間５
～７㎝程度に間引く。

❹ 収穫
小株から大株まで収穫できるが、条間や株間が大きさに影響
する。

小株取り 大株取り

点まきの場合は3～4粒を
10～15㎝間隔に播種する

真庭広域営農
経済センター
次長

美甘　憲彰
みかも のりあき

霧吹きをして新聞紙で包み、ポリ袋に入れて冷蔵室へ（あれ
ば野菜室）。スペースがあれば、根元を下にして保存する。

くせがなく、生で冷凍しても味が変わらない。よく洗ってから水
気を拭き取り、3～4㎝の長さの食べやすい長さに切る。保存
袋に入れて冷凍する。

自然解凍して、おひたしやゴマ和えなど和え物に。凍ったまま
煮びたしや鍋物、みそ汁やスープの具として活用。凍ったまま
で、ちりめんじゃこやニンニクと炒めてもおいしい。

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

2回目

葉が重なり始めた頃、畝の両側に
追肥をし、土寄せする。

❷
化成肥料
14-14-14
30g

1㎡あたりの量

保存期間
2～3日

保存期間
1ヵ月
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保
存
で
き
ま
す

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

2回目

葉が重なり始めた頃、畝の両側に
追肥をし、土寄せする。

❷
化成肥料
14-14-14
30g

1㎡あたりの量

保存期間
2～3日

保存期間
1ヵ月
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　１０月６日から１０日まで鹿児島
県霧島市で開かれた第１２回全国
和牛能力共進会（鹿児島全共）で
は、岡山県勢が４つの区で優等入
賞を果たしました。今大会の見ど
ころとされた新設区の高校・農業
大学校の部（特別区）で、岡山県
立新見高校が活躍したほか、和牛

の「おいしさ」を評価する第７区（脂
肪の質評価群）で好成績を収めま
した。大﨏毅団長は「出品するの
が精いっぱいの区もあり、岡山和
牛の生産拡大が急務と感じた。一
方で後継者育成に望みをつなぐこ
とができ、将来に期待したい」と次
回の５年後を見据えます。

　
高
校
・
農
業
大
学
校
の
部（
特
別
区
）で

優
等
賞
４
席
を
つ
か
ん
だ
岡
山
県
立
新
見

高
校
。
栄
冠
の
陰
に
は
、
出
品
牛「
い
ろ
は
」

の
弱
点
を
、
愛
牛
と
一
緒
に
乗
り
越
え
た
生

徒
の
努
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
い
ろ
は
」は
昨
年
３
月
29
日
に
生
ま
れ
、

生
物
生
産
科
生
物
調
査
部
の
生
徒
が
中
心

と
な
っ
て
飼
育
。
鹿
児
島
全
共
を
目
指
し

手
塩
に
か
け
、
体
上
線
や
体
下
線
の
平
直
さ
、

立
っ
た
と
き
の
姿
勢
な
ど
が
優
れ
る
牛
に
育

て
ま
し
た
。

　
県
の
最
終
選
抜
会
で
は
雌
牛
ら
し
い
品
位

の
高
さ
が
評
価
さ
れ
た
一
方
、
神
経
質
な
気

質
と
い
う
弱
点
も
抱
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
生
徒
は
、
休
日
や
放
課
後
も「
い
ろ
は
」

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
ス
ト
レ
ス

を
取
り
除
く
努
力
を
続
け
ま
し
た
。

　
周
り
か
ら
仕
上
が
り
を
心
配
す
る
声
も

さ
さ
や
か
れ
ま
し
た
。
大
会
直
前
に
は
地
元

農
家
ら
の
力
も
借
り
牛
舎
の
外
で
自
由
に
体

を
動
か
す
時
間
を
設
け
た
り
、
稲
わ
ら
で
体

を
さ
す
っ
た
り
、
課
題
克
服
に
最
善
を
尽
く

し
ま
し
た
。
そ
の
成
果
も
あ
り
、
本
番
で
は

大
観
衆
に
も
動
じ
ず
堂
々
と
入
場
し
ま
し
た
。

　
大
舞
台
で「
い
ろ
は
」の
手
綱
を
握
っ
た
の

は
２
年
生
の
山
上
侑
那
さ
ん
。「
緊
張
で
手

が
震
え
た
。
自
分
が
焦
っ
た
ら
、
い
ろ
は
も

不
安
に
な
る
」と
奮
起
。「
い
ろ
は
」の
落
ち

着
い
た
様
子
に
、
気
持
ち
が
通
じ
合
っ
た
と

感
じ
ま
し
た
。
審
査
員
の
足
が
止
ま
り
、

手
が
前
に
上
が
り
、
上
位
進
出
が
決
ま
る
と
、

応
援
に
駆
け
付
け
た
関
係
者
か
ら
拍
手
が

湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

　
山
上
さ
ん
は「
最
高
の
姿
を
見
せ
ら
れ
た
。

地
域
に
恩
返
し
で
き
る
」と
目
に
涙
を
浮
か

べ
て
仲
間
と
結
果
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　
同
校
の
取
り
組
み
発
表
に
は
１
年
の
小
谷

健
也
さ
ん
が
出
場
。
国
内
最
古
の
蔓
牛（
系

統
牛
）の
産
地
と
し
て
受
け
継
ぐ
調
教
技
術

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
引
率
し
た
宮
田
一
三
講
師
は「
地
域
や
全

国
の
農
家
と
の
関
わ
り
の
中
で
生
徒
が
成
長

し
た
。
牛
に
携
わ
る
道
を
志
望
す
る
生
徒
も

出
て
き
た
」と
生
徒
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

　
J
Ａ
で
は
毎
年
、「
子
ど
も
1

１
０
番
の
家
」の
目
印
と
な
る
黄

色
の
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
を
希
望
す
る

小
学
校
へ
寄
贈
し
て
い
ま
す
。「
子

ど
も
１
１
０
番
の
家
」は
子
ど
も
が
登
下
校
や
外

出
時
に
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
そ
う
に

な
っ
た
時
、
助
け
を
求
め
て
駆
け
込
め
る
場
所
で

す
。
子
ど
も
を
見
守
る
人
を
増
や
し
、
地
域
住

民
の
連
帯
意
識
を
高
め
、
犯
罪
の
な
い
街
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
50
の
小
学
校
へ「
子
ど
も
１
１
０
番

の
家
」５
９
９
個
を
寄
贈
。
小
学
校
は「
目
立
つ

色
な
の
で
１
年
生
で
も
わ
か
り
や
す
い
。
困
っ
た

と
き
に
助
け
を
求
め
る
場
所
が
あ
る
の
は
安
心
」

と
話
し
ま
す
。

黄
色
コ
ー
ン
５
９
９
個
寄
贈

地
域
全
体
で
児
童
を
守
る

もっ
と身近に

ず
っ

と  愛 さ れ る
JＡ

へ

地
域
貢
献
活
動
の
紹
介

や
ま
う
え

こ
だ
に

み
や
た
か
ず
み

おおさこつよし

岡山県勢 持てる力存分に

愛
牛
と
心
通
わ
せ
晴
れ
姿

岡山県立
新見高校

第12回全国和牛能力共進会
４つの区で優等賞     （鹿児島大会）弱

点
を
と
も
に
乗
り
越
え

新見高校　特別区優等賞４席、第７区（脂肪の質評価群）優等賞７席
第１区（若雄）優等賞８席、第２区（若雌の１）優等賞10席

岡山県の上位進出が決まり、
拍手に沸く応援席

全共功労者表彰を受けた築山さん、新極さん、國富さん

特別区で優等賞４席に入賞して会場内を一周する「いろは」と生徒（鹿児島県霧島市で）

花房さんの出品牛の枝肉断面。格付けＡ５、ＢＭＳ（脂肪交雑）12、
枝肉重量538.3㎏、ＭＵＦＡ（一価不飽和脂肪酸）62.3の好成績をあげた。

第１区で優等賞８席に輝いた「珠波光」

優
等
賞
入
賞
を
喜
ぶ
築
山
さ
ん

特別区（高校・農業大学校）の部

優等賞4席

メダルを授与される新見高校の生徒

ゆ
う
な

け
ん
や

つ
る
う
し

第12回全国和牛能力共進会（鹿児島大会）の成績（岡山県代表牛/敬称略）
出品区分 成績 名号 出品者

特別区（高校・農業大学校）

第１区（若雄）

第２区（若雌の１）

第３区（若雌の２）

第４区（繁殖雌牛群）

第５区（高等登録群）

第７区（脂肪の質評価群）

第８区（去勢肥育牛）

優等賞４席

優等賞８席

優等賞10席

1等賞２席

1等賞３席

１等賞６席

１等賞２席

優等賞７席

2等賞

いろは

珠波光
むねやまぶき

８しんちよ８１９

かんげつ

２９もとかんげつ

さわかんげつ

かんげつ６０

あきかんげつ

はなかんげつ

はんえい８１

むねはつひめ９

きよたま３１４

いくら７０

安福光

関福久８１

平光７２

美恵桜

高茂水

新武茂
哲多全共１

岡山県立新見高等学校

岡山県農林水産総合センター畜産研究所（美咲町）／柴田 武（新見市）

築山 健

井原 亨

藤原 知

武中 健治

石本 省二

大﨏 毅

小川 武昭
JA晴れの国岡山井倉牧場

江田 英明

JA晴れの国岡山井倉牧場（新見市）／上田 稔

新極 達夫

國富 美喜男

長圓牧場（株）
國富 美喜男

花房 芳視
新極 達夫

（有）哲多和牛牧場

（鏡野町）

（津山市）

（津山市）

（美咲町）

（津山市）

（津山市）

（新見市）

（新見市）

（新見市）

（新見市）
（真庭市）

（奈義町）

（奈義町）

（奈義町）

（奈義町）

（真庭市）

（新見市）

大﨏 樟太

清川 幸聖
築山 健

國富 美喜男

新極 達夫

（津山市）

（岡山県立真庭高等学校）

（鏡野町）

（奈義町）

（真庭市）

女性・後継者の部

高校生の部

肉牛群

種牛群

和牛審査競技会

全共功労者表彰

第６区（総合評価群）

たまなみひかり

つきやま

いばら

たけなか けんじ

いしもと

おおさこ

おがわ

えだ

しんごく

せきふくひさ

ひらみつ

みえざくら

たかしげみず

しんたけしげ

はなふさ

てった わぎゅうぼくじょう

よしみ

おおさこ しょうた

せいがわ こうせい

ちょうえんぼくじょう

くにとみ みきお

やすふくみつ たつお

ひであき

たけあき

つよし

しょうじ

たけし

しばた

うえた みのる

たけし

とおる

ふじはらさとし

通
学
路
に
あ
る「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」。コ
ー
ン
は
子
ど
も
の

目
線
の
高
さ
で
見
つ
け
や
す
く
、協
力
す
る
家
や
店
の
軒
先
に

設
置
し
て
い
る
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。
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児
島
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共
を
目
指
し

手
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に
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け
、
体
上
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や
体
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線
の
平
直
さ
、

立
っ
た
と
き
の
姿
勢
な
ど
が
優
れ
る
牛
に
育
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ま
し
た
。

　
県
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最
終
選
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会
で
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上
が
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を
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る
声
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や
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前
に
は
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農
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の
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に
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。
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り
、
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で
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た
。

　
大
舞
台
で「
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の

は
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生
の
山
上
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那
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ん
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緊
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た
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自
分
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ら
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」と
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起
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落
ち

着
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た
様
子
に
、
気
持
ち
が
通
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と

感
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。
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が
止
ま
り
、
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進
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が
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と
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に
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け
付
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者
か
ら
拍
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が
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き
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し
た
。
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最
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の
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を
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せ
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取
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の
蔓
牛（
系
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と
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調
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し
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や
全

国
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と
の
関
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中
で
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し
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で
は
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１
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の
家
」の
目
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と
な
る
黄

色
の
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ー
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を
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望
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学
校
へ
寄
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い
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す
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に
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で

す
。
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も
を
見
守
る
人
を
増
や
し
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の
連
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意
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を
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め
、
犯
罪
の
な
い
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す
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学
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ど
も
１
１
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の
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」５
９
９
個
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寄
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。
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学
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は「
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つ

色
な
の
で
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も
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。
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っ
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と
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に
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る
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と
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れ
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新見高校

第12回全国和牛能力共進会
４つの区で優等賞     （鹿児島大会）弱

点
を
と
も
に
乗
り
越
え

新見高校　特別区優等賞４席、第７区（脂肪の質評価群）優等賞７席
第１区（若雄）優等賞８席、第２区（若雌の１）優等賞10席

岡山県の上位進出が決まり、
拍手に沸く応援席

全共功労者表彰を受けた築山さん、新極さん、國富さん

特別区で優等賞４席に入賞して会場内を一周する「いろは」と生徒（鹿児島県霧島市で）

花房さんの出品牛の枝肉断面。格付けＡ５、ＢＭＳ（脂肪交雑）12、
枝肉重量538.3㎏、ＭＵＦＡ（一価不飽和脂肪酸）62.3の好成績をあげた。

第１区で優等賞８席に輝いた「珠波光」

優
等
賞
入
賞
を
喜
ぶ
築
山
さ
ん

特別区（高校・農業大学校）の部

優等賞4席

メダルを授与される新見高校の生徒

ゆ
う
な

け
ん
や

つ
る
う
し

第12回全国和牛能力共進会（鹿児島大会）の成績（岡山県代表牛/敬称略）
出品区分 成績 名号 出品者

特別区（高校・農業大学校）

第１区（若雄）

第２区（若雌の１）

第３区（若雌の２）

第４区（繁殖雌牛群）

第５区（高等登録群）

第７区（脂肪の質評価群）

第８区（去勢肥育牛）

優等賞４席

優等賞８席

優等賞10席

1等賞２席

1等賞３席

１等賞６席

１等賞２席

優等賞７席

2等賞

いろは

珠波光
むねやまぶき

８しんちよ８１９

かんげつ

２９もとかんげつ

さわかんげつ

かんげつ６０

あきかんげつ

はなかんげつ

はんえい８１

むねはつひめ９

きよたま３１４

いくら７０

安福光

関福久８１

平光７２

美恵桜

高茂水

新武茂
哲多全共１

岡山県立新見高等学校

岡山県農林水産総合センター畜産研究所（美咲町）／柴田 武（新見市）

築山 健

井原 亨

藤原 知

武中 健治

石本 省二

大﨏 毅

小川 武昭
JA晴れの国岡山井倉牧場

江田 英明

JA晴れの国岡山井倉牧場（新見市）／上田 稔

新極 達夫

國富 美喜男

長圓牧場（株）
國富 美喜男

花房 芳視
新極 達夫

（有）哲多和牛牧場

（鏡野町）

（津山市）

（津山市）

（美咲町）

（津山市）

（津山市）

（新見市）

（新見市）

（新見市）

（新見市）
（真庭市）

（奈義町）

（奈義町）

（奈義町）

（奈義町）

（真庭市）

（新見市）

大﨏 樟太

清川 幸聖
築山 健

國富 美喜男

新極 達夫

（津山市）

（岡山県立真庭高等学校）

（鏡野町）

（奈義町）

（真庭市）

女性・後継者の部

高校生の部

肉牛群

種牛群

和牛審査競技会

全共功労者表彰

第６区（総合評価群）

たまなみひかり

つきやま

いばら

たけなか けんじ

いしもと

おおさこ

おがわ

えだ

しんごく

せきふくひさ

ひらみつ

みえざくら

たかしげみず

しんたけしげ

はなふさ

てった わぎゅうぼくじょう

よしみ

おおさこ しょうた

せいがわ こうせい

ちょうえんぼくじょう

くにとみ みきお

やすふくみつ たつお

ひであき

たけあき

つよし

しょうじ

たけし

しばた

うえた みのる

たけし

とおる

ふじはらさとし

通
学
路
に
あ
る「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」。コ
ー
ン
は
子
ど
も
の

目
線
の
高
さ
で
見
つ
け
や
す
く
、協
力
す
る
家
や
店
の
軒
先
に

設
置
し
て
い
る
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10
月
下
旬
、
山
手
直
売
所

で
秋
の
味
覚
即
売
フ
ェ
ア
を
開

き
、「
作
州
栗
®
」の
焼
き
栗
と

「
作
州
黒
枝
豆
」、「
作
州
黒
®
」

の
加
工
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

J
A
担
当
者
は「
勝
英
地
区
の

特
産
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」と
話
し

ま
す
。

　「
作
州
栗
」は
純
国
産
の
甘

栗
。
収
穫
し
て
か
ら
約
1
ヵ
月

間
、
低
温
貯
蔵
庫
で
保
管
し

追
熟
。
焼
く
こ
と
で
甘
み
が

増
し
、
い
い
香
り
と
ホ
ク
ホ
ク

と
し
た
食
感
が
特
長
で
す
。
購

入
者
は「
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
の
で
ま
た
買
い
た
い
」と
話

し
ま
し
た
。
焼
き
栗
は
来
年

の
１
月
ま
で
県
内
の
直
売
所

な
ど
で
販
売
予
定
で
す
。

　阿新桃部会は産地活性化に向け、
新見市の赤いモモを使ったジュースと
リキュール「桃赤」を売り出しました。
果皮がほんのり赤く色づくモモづくり
のこだわりを新商品に込め、市内酒

造会社をはじめ県内業者と共同で開
発。地域おこし産品にもふさわしい、
豊かな風味と香り、果肉の食感も楽
しめるやさしい味わいに仕上がりまし
た。名前は公募で選び、華やかな印
象で土産物や贈り物にもおすすめです。
　初回は、ジュース・リキュール各
５００本を製造。１０月中旬にＪＡが
新見市で開いた収穫感謝祭で先行
販売しました。１瓶５００㎖に果実２
個分が入り、地域住民は「地元のモ
モをジュースでも味わえて贅沢」と話
しました。「あしん広場」と、「Ａコー
プあしん店」でも販売を予定します。
　同部会の長岡一郎部会長は「産
地に息づく赤いモモの知名度を高め、
生産を盛り上げたい」と期待を込め
ます。

～仲間とともに未来をひらく～

SDGs
　女性部に入ると同時に『家
の光』を購読し２１年。『家の光』
記事活用と女性部の仲間、支
店の協力があって２０年間支部
長を務めることができました。自
分たちの住む地域を大家族と
位置づけた生活支援、余剰野
菜や日用品を地域内で有効活

用した食品ロスの削減、耕作
放棄地を利用した農業体験な
ど、仲間に助けられながら、地
域のさまざまな課題に取り組ん
できました。今では「仲間」「絆」
「笑顔」は私にとって大切な財
産です。

おだ としたか
作州黒枝豆部会　部会長

織田 俊孝さん（72）

　約４０年間JAに勤め、主に営農指導員として米
づくりなどの指導を通じて地域の農家をサポートして
いました。１３年前に退職し今度は地域を牽引する
農家になれるよう頑張っています。
　現在は米だけでなく特産「作州黒大豆」「作州黒
枝豆」、白ネギなどを栽培。なかでも、力を入れてい
るのが枝豆です。「作州黒枝豆」は専用品種と比べ
て、大粒でコクがある自慢の逸品です。まだまだ出
荷量が少なく、県内への流通はわずかですが、地
元のみなさんにもっと食べてもらえるよう、これからも
産地拡大に取り組んでいきます。

Vol.8
新しいチカラ新しいチカラ

誌面でご紹介できなかった最新トピックスは
ホームページ でも紹介しています！

ここから
簡単アクセス！

枝豆づくり
の1コマ

観
光
列
車
で「
高
梁
茶
」Ｐ
Ｒ

適
度
な
渋
み
と
甘
味
が
人
気

高
梁
川
流
域
の
肥
沃
な
砂
地
で
栽
培
し
、長
く
鮮

や
か
な
紅
色
に
仕
上
が
っ
た
金
時
ニ
ン
ジ
ン

　びほくお茶部会は９月下旬、JＲ
西日本が運行する観光列車「ウエス
ト エクスプレス銀河」で「高梁茶 」゙
をＰＲしました。ＪＲ岡山駅から備中
高梁駅までの４６分間で、同部会
の藤田泉部会長が産地概要や特長
を車内で放送。煎茶・ほうじ茶・
玄米茶のティーバッグセットを乗客
に配ったほか、車両に設けた試飲

コーナーで、生産者がいれたての
茶を提供しました。
　乗客は「特産が味わえると観光の
楽しみが倍増する」と笑顔を見せま
した。藤田部会長は「消費者の反
応を知ることができた。今後の販
売戦略・消費拡大につなげたい」と
手応えを感じていました。

　
備
前
市
の
日
生
諸
島
で
ミ
カ
ン
が
収
穫
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
10
月
中
旬
に
は
、
日
生
町
み
か

ん
生
産
組
合
８
戸
と
Ｊ
Ａ
・
市
場
関
係
者
ら
が

ほ
場
を
巡
回
し
、
生
育
状
況
な
ど
を
確
認
。
今

季
は
、
９
月
に
発
生
し
た
台
風
の
影
響
で
、
巻

き
上
げ
ら
れ
た
多
量
の
海
水
に
よ
っ
て
葉
が
枯
れ

る
と
い
っ
た
被
害
も
大
き
か
っ
た
一
方
、
実
太
り
・

食
味
と
も
に
よ
く
、
高
糖
度
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　
主
に
学
校
給
食
と
し
て
出
荷
す
る
ほ
か
、
12

月
末
ま
で
Ｊ
Ａ
直
売
所
の「
ア
グ
リ
び
ぜ
ん
」「
百

菜
市
場
和
気
店
」で
販
売
し
て
い
ま
す
。
同
組
合

の
川
辺
厚
史
代
表
は「
栽
培
の
厳
し
い
年
だ
っ
た

が
、
コ
ク
の
あ
る
甘
い
ミ
カ
ン
が
で
き
て
い
る
」と

P
R
し
ま
す
。

津
山
女
性
部
加
茂
支
部

あ
か
の

み
よ
こ

赤
野 

美
代
子
さ
ん

乗客に「高梁茶 」゙を配布しＰＲする藤田部会長（中）

台風被害に負けず
コクある甘い「日生ミカン」

高
校
生
が

特
産
シ
ョ
ウ
ガ
収
穫

育
て
て
調
理
ま
で

ほ
場
を
巡
回
し
、生
育
状
況
を
共
有

す
る
生
産
者

金
時
ニ
ン
ジ
ン
出
番

色
づ
き
良
く
高
品
質

コ
ー
ド
の
読
み
取
り
を

学
ぶ
参
加
者

シ
ョ
ウ
ガ
の
根
元
を
掘
り
収
穫
す
る
生
徒

　NTTドコモと矢掛支店が共催し、１０月
上旬、スマホ教室を開きました。
　支店利用者２８人が、詐欺被害に遭わ
ないための対策やアプリの操作方法など、
基礎知識を学びました。訴訟を匂わすな
ど不審な内容のメールは、身近な人に相
談することで被害を防げます。７０代男性
は「その都度聞くことができ、わかりやす
かった」と笑顔をみせました。

ス
マ
ホ
を
安
全
安
心
に

詐
欺
対
策
も
学
ぶ

赤いモモで地域おこし
華やかな飲料を商品化

寒
締
め「
蒜
山
こ
だ
わ
り
大
根
」

風
味
豊
か
な
漬
物
に

　船穂町野菜部会の４戸が生産する、金時ニンジンの
出荷が順調です。１２月下旬まで東京・名古屋・大阪
市場に出荷するほか、倉敷市のJA直売所「船穂直売所」
「メルカートたまきた果菜館」で販売しています。
　JA担当者は「甘味が強く肉質も柔らかく仕上がってい
る。シチューや鍋物などで味わってほしい」とPRします。

　
県
立
津
山
東
高
校
の
食
物
調

理
科
２
年
生
40
人
が
10
月
下
旬
、

津
山
生
姜
部
会
の
中
井
秀
男
部

会
長
の
ほ
場
で
地
元
特
産
の
シ
ョ

ウ
ガ
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　
調
理
師
や
栄
養
士
を
目
指
す

生
徒
が
、
育
て
方
を
学
び
、
料

理
を
作
り
ま
す
。
中
井
部
会
長

か
ら
掘
り
方
や
茎
の
切
り
方
の

説
明
を
受
け
、
約
４
０
０
㌔
を

掘
り
ま
し
た
。
生
徒
は「
こ
ん
な

に
作
業
工
程
が
あ
る
と
思
わ
な

か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
蒜
山
高
原
の
名
産「
蒜
山
こ
だ
わ
り
大
根
」を
使
っ
た
浅
漬
け

を
新
発
売
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
と
メ
ー
カ
ー
が
共
同
で
開
発
し
た
も

の
で
、「
山
手
直
売
所
」「
あ
し
ん
広
場
」（
新
見
市
）な
ど
で
１
月

中
旬
ご
ろ
ま
で
数
量
限
定
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　「
蒜
山
こ
だ
わ
り
大
根
」は「
寒
締
め
栽
培
」「
有
機
質
な
ど
を
入

れ
た
土
づ
く
り
」「
糖
度
が
上
が
り
や
す
い
品
種
の
選
定
」の
条
件
の

も
と
栽
培
。
な
め
ら

か
な
肉
質
で
、
甘
く
、

み
ず
み
ず
し
い
の
が
特

長
で
す
。
11
月
上
旬

に
は
、
生
産
者
や
関

係
者
が
ほ
場
で
抜
き

取
り
式
を
行
い
、
真

庭
市
で
浅
漬
け
と
葉

付
き
大
根
を
販
売
。

旬
を
迎
え
た
大
根
を

P
R
し
ま
し
た
。

モモ本来のやさしい味わいをジュース
とリキュールで楽しめる「桃赤」

か
わ
べ

あ
つ
し

たかはし

ふじた いずみ

ぢゃ

ももか

ながおかいちろう

な
か
い

ひ
で
お

焼き作州栗好評
１月まで販売

長蛇の列で盛況
だった焼き栗

枝豆の生育を確認「津山女性部大会・
家の光大会」では、２１年間の

活動を発表。
女性部の仲間の大切さを

伝えました。

新
発
売
の「
蒜
山
こ
だ
わ
り
大
根
」を

使
っ
た
浅
漬
け
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10
月
下
旬
、
山
手
直
売
所

で
秋
の
味
覚
即
売
フ
ェ
ア
を
開

き
、「
作
州
栗
®
」の
焼
き
栗
と

「
作
州
黒
枝
豆
」、「
作
州
黒
®
」

の
加
工
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

J
A
担
当
者
は「
勝
英
地
区
の

特
産
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」と
話
し

ま
す
。

　「
作
州
栗
」は
純
国
産
の
甘

栗
。
収
穫
し
て
か
ら
約
1
ヵ
月

間
、
低
温
貯
蔵
庫
で
保
管
し

追
熟
。
焼
く
こ
と
で
甘
み
が

増
し
、
い
い
香
り
と
ホ
ク
ホ
ク

と
し
た
食
感
が
特
長
で
す
。
購

入
者
は「
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
の
で
ま
た
買
い
た
い
」と
話

し
ま
し
た
。
焼
き
栗
は
来
年

の
１
月
ま
で
県
内
の
直
売
所

な
ど
で
販
売
予
定
で
す
。

　阿新桃部会は産地活性化に向け、
新見市の赤いモモを使ったジュースと
リキュール「桃赤」を売り出しました。
果皮がほんのり赤く色づくモモづくり
のこだわりを新商品に込め、市内酒

造会社をはじめ県内業者と共同で開
発。地域おこし産品にもふさわしい、
豊かな風味と香り、果肉の食感も楽
しめるやさしい味わいに仕上がりまし
た。名前は公募で選び、華やかな印
象で土産物や贈り物にもおすすめです。
　初回は、ジュース・リキュール各
５００本を製造。１０月中旬にＪＡが
新見市で開いた収穫感謝祭で先行
販売しました。１瓶５００㎖に果実２
個分が入り、地域住民は「地元のモ
モをジュースでも味わえて贅沢」と話
しました。「あしん広場」と、「Ａコー
プあしん店」でも販売を予定します。
　同部会の長岡一郎部会長は「産
地に息づく赤いモモの知名度を高め、
生産を盛り上げたい」と期待を込め
ます。

～仲間とともに未来をひらく～

SDGs
　女性部に入ると同時に『家
の光』を購読し２１年。『家の光』
記事活用と女性部の仲間、支
店の協力があって２０年間支部
長を務めることができました。自
分たちの住む地域を大家族と
位置づけた生活支援、余剰野
菜や日用品を地域内で有効活

用した食品ロスの削減、耕作
放棄地を利用した農業体験な
ど、仲間に助けられながら、地
域のさまざまな課題に取り組ん
できました。今では「仲間」「絆」
「笑顔」は私にとって大切な財
産です。

おだ としたか
作州黒枝豆部会　部会長

織田 俊孝さん（72）

　約４０年間JAに勤め、主に営農指導員として米
づくりなどの指導を通じて地域の農家をサポートして
いました。１３年前に退職し今度は地域を牽引する
農家になれるよう頑張っています。
　現在は米だけでなく特産「作州黒大豆」「作州黒
枝豆」、白ネギなどを栽培。なかでも、力を入れてい
るのが枝豆です。「作州黒枝豆」は専用品種と比べ
て、大粒でコクがある自慢の逸品です。まだまだ出
荷量が少なく、県内への流通はわずかですが、地
元のみなさんにもっと食べてもらえるよう、これからも
産地拡大に取り組んでいきます。

Vol.8
新しいチカラ新しいチカラ

誌面でご紹介できなかった最新トピックスは
ホームページ でも紹介しています！

ここから
簡単アクセス！

枝豆づくり
の1コマ

観
光
列
車
で「
高
梁
茶
」Ｐ
Ｒ

適
度
な
渋
み
と
甘
味
が
人
気

高
梁
川
流
域
の
肥
沃
な
砂
地
で
栽
培
し
、長
く
鮮

や
か
な
紅
色
に
仕
上
が
っ
た
金
時
ニ
ン
ジ
ン

　びほくお茶部会は９月下旬、JＲ
西日本が運行する観光列車「ウエス
ト エクスプレス銀河」で「高梁茶 」゙
をＰＲしました。ＪＲ岡山駅から備中
高梁駅までの４６分間で、同部会
の藤田泉部会長が産地概要や特長
を車内で放送。煎茶・ほうじ茶・
玄米茶のティーバッグセットを乗客
に配ったほか、車両に設けた試飲

コーナーで、生産者がいれたての
茶を提供しました。
　乗客は「特産が味わえると観光の
楽しみが倍増する」と笑顔を見せま
した。藤田部会長は「消費者の反
応を知ることができた。今後の販
売戦略・消費拡大につなげたい」と
手応えを感じていました。

　
備
前
市
の
日
生
諸
島
で
ミ
カ
ン
が
収
穫
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
10
月
中
旬
に
は
、
日
生
町
み
か

ん
生
産
組
合
８
戸
と
Ｊ
Ａ
・
市
場
関
係
者
ら
が

ほ
場
を
巡
回
し
、
生
育
状
況
な
ど
を
確
認
。
今

季
は
、
９
月
に
発
生
し
た
台
風
の
影
響
で
、
巻

き
上
げ
ら
れ
た
多
量
の
海
水
に
よ
っ
て
葉
が
枯
れ

る
と
い
っ
た
被
害
も
大
き
か
っ
た
一
方
、
実
太
り
・

食
味
と
も
に
よ
く
、
高
糖
度
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　
主
に
学
校
給
食
と
し
て
出
荷
す
る
ほ
か
、
12

月
末
ま
で
Ｊ
Ａ
直
売
所
の「
ア
グ
リ
び
ぜ
ん
」「
百

菜
市
場
和
気
店
」で
販
売
し
て
い
ま
す
。
同
組
合

の
川
辺
厚
史
代
表
は「
栽
培
の
厳
し
い
年
だ
っ
た

が
、
コ
ク
の
あ
る
甘
い
ミ
カ
ン
が
で
き
て
い
る
」と

P
R
し
ま
す
。

津
山
女
性
部
加
茂
支
部

あ
か
の

み
よ
こ

赤
野 

美
代
子
さ
ん

乗客に「高梁茶 」゙を配布しＰＲする藤田部会長（中）

台風被害に負けず
コクある甘い「日生ミカン」

高
校
生
が

特
産
シ
ョ
ウ
ガ
収
穫

育
て
て
調
理
ま
で

ほ
場
を
巡
回
し
、生
育
状
況
を
共
有

す
る
生
産
者

金
時
ニ
ン
ジ
ン
出
番

色
づ
き
良
く
高
品
質

コ
ー
ド
の
読
み
取
り
を

学
ぶ
参
加
者

シ
ョ
ウ
ガ
の
根
元
を
掘
り
収
穫
す
る
生
徒

　NTTドコモと矢掛支店が共催し、１０月
上旬、スマホ教室を開きました。
　支店利用者２８人が、詐欺被害に遭わ
ないための対策やアプリの操作方法など、
基礎知識を学びました。訴訟を匂わすな
ど不審な内容のメールは、身近な人に相
談することで被害を防げます。７０代男性
は「その都度聞くことができ、わかりやす
かった」と笑顔をみせました。

ス
マ
ホ
を
安
全
安
心
に

詐
欺
対
策
も
学
ぶ

赤いモモで地域おこし
華やかな飲料を商品化

寒
締
め「
蒜
山
こ
だ
わ
り
大
根
」

風
味
豊
か
な
漬
物
に

　船穂町野菜部会の４戸が生産する、金時ニンジンの
出荷が順調です。１２月下旬まで東京・名古屋・大阪
市場に出荷するほか、倉敷市のJA直売所「船穂直売所」
「メルカートたまきた果菜館」で販売しています。
　JA担当者は「甘味が強く肉質も柔らかく仕上がってい
る。シチューや鍋物などで味わってほしい」とPRします。

　
県
立
津
山
東
高
校
の
食
物
調

理
科
２
年
生
40
人
が
10
月
下
旬
、

津
山
生
姜
部
会
の
中
井
秀
男
部

会
長
の
ほ
場
で
地
元
特
産
の
シ
ョ

ウ
ガ
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　
調
理
師
や
栄
養
士
を
目
指
す

生
徒
が
、
育
て
方
を
学
び
、
料

理
を
作
り
ま
す
。
中
井
部
会
長

か
ら
掘
り
方
や
茎
の
切
り
方
の

説
明
を
受
け
、
約
４
０
０
㌔
を

掘
り
ま
し
た
。
生
徒
は「
こ
ん
な

に
作
業
工
程
が
あ
る
と
思
わ
な

か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
蒜
山
高
原
の
名
産「
蒜
山
こ
だ
わ
り
大
根
」を
使
っ
た
浅
漬
け

を
新
発
売
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
と
メ
ー
カ
ー
が
共
同
で
開
発
し
た
も

の
で
、「
山
手
直
売
所
」「
あ
し
ん
広
場
」（
新
見
市
）な
ど
で
１
月

中
旬
ご
ろ
ま
で
数
量
限
定
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　「
蒜
山
こ
だ
わ
り
大
根
」は「
寒
締
め
栽
培
」「
有
機
質
な
ど
を
入

れ
た
土
づ
く
り
」「
糖
度
が
上
が
り
や
す
い
品
種
の
選
定
」の
条
件
の

も
と
栽
培
。
な
め
ら

か
な
肉
質
で
、
甘
く
、

み
ず
み
ず
し
い
の
が
特

長
で
す
。
11
月
上
旬

に
は
、
生
産
者
や
関

係
者
が
ほ
場
で
抜
き

取
り
式
を
行
い
、
真

庭
市
で
浅
漬
け
と
葉

付
き
大
根
を
販
売
。

旬
を
迎
え
た
大
根
を

P
R
し
ま
し
た
。

モモ本来のやさしい味わいをジュース
とリキュールで楽しめる「桃赤」

か
わ
べ

あ
つ
し

たかはし

ふじた いずみ

ぢゃ

ももか

ながおかいちろう

な
か
い

ひ
で
お

焼き作州栗好評
１月まで販売

長蛇の列で盛況
だった焼き栗

枝豆の生育を確認「津山女性部大会・
家の光大会」では、２１年間の

活動を発表。
女性部の仲間の大切さを

伝えました。

新
発
売
の「
蒜
山
こ
だ
わ
り
大
根
」を

使
っ
た
浅
漬
け
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地域 を 元気に！
JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで
　感じたこと、学んだこ となどを聞きました。

　
野
菜
や
果
物
を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
た
ス

ム
ー
ジ
ー
は
、
市
販
の
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
と
は

異
な
り
、
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
食
物

繊
維
も
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
食
欲
の

な
い
時
に
ピ
ッ
タ
リ
の
よ
う
に
感
じ
る
ス
ム
ー

ジ
ー
で
す
が
、
使
う
シ
ー
ン
や
用
途
を
き
ち

ん
と
使
い
分
け
て
栄
養
を
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
毎
日
の
習
慣
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

や
は
り
ご
飯
食
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
本
来
、
食
事
は
口
や
胃
腸
で
消
化
吸
収

す
る
も
の
で
す
。
ス
ム
ー
ジ
ー
を
飲
ん
だ
直

後
は
水
分
で
腹
が
膨
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
が
、
一
時
的
な
も
の
な
の
で
腹
持
ち
が
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
咀
嚼
を
す
る
こ
と
も
な
い

た
め
、
唾
液
と
混
ざ
る
こ
と
に
よ
る
消
化

促
進
や
免
疫
力
向
上
が
期
待
で
き
な
い
点

も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、「
ご
飯
」は
タ
ン
パ
ク
質
・
ビ
タ

ミ
ン
・
脂
質
な
ど
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を

含
み
、
古
来
か
ら
日
本
人
の
カ
ラ
ダ
に
適

し
た
主
食
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
粒

食
の
ご
飯
は
、
咀
嚼
を
す
る
こ
と
で
口
や

脳
を
使
い
、
自
然
と
顎
回
り
の
筋
ト
レ
も

で
き
ま
す
。
咀
嚼
は
満
腹
感
を
生
み
、
消

化
や
免
疫
力
向
上
を
助
け
て
く
れ
る
な
ど
、

健
康
維
持
に
適
し
た

食
材
で
す
。

　
ス
ム
ー
ジ
ー
は
食
事

で
は
取
り
切
れ
な
い
ビ

タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
の

補
給
程
度
と
し
、
間

食
や
食
事
の
前
後
に

少
し
い
た
だ
く
な
ど
、

食
事
の
補
助
的
な
役

割
に
留
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

食
事
は

ス
ム
ー
ジ
ー
よ
り
も
ご
飯
！

農業や食って

こんなにお
もしろい！

！

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
総
務
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

そ
し
ゃ
く

収
穫
の
　
秋
は
う
れ
し
い
　
腰
の
ば
し

児
馬
　
フ
ジ
子 

さ
ん

衣
替
え
　
寒
暖
差
あ
り
　
時
に
汗

大
橋
　
玉
美 

さ
ん

天
高
く
　
内
臓
脂
肪
　
増
え
る
秋ひ

ろ
ち
ゃ
ん

松
手
入
れ
　
に
わ
か
庭
師
の
　
出
番
か
な

都
忘
れ 

さ
ん

五
昔
　
ぶ
ど
う
と
共
に
　
育
ち
け
り

河
西
　
和
子 

さ
ん

あ
ぜ
枕
　
晝
寝
の
案
山
子
　
用
す
ん
で
　

坂
出
　
和
巳 

さ
ん

黒
豆
の
　
枝
豆 

酒
の
　
友
と
な
る

松
原
　
文
子 

さ
ん

い
つ
む
か
し

ひ
る
ね

か
か
し

准組合員参加企画

びほくの地域ブランド「天空の
実り®」（ピオーネと「鬼退治桃
太郎トマト」）をありがとう！

蒜山の農業を
勉強したよ！

地元の生産者に
教わり栗拾い！

春に植えたカボチャやサツマ
イモを収穫しました。津山女
性部津山中支部と津山支店
も力を合わせて頑張りました！

お小遣い帳のつけ方やお金の
貯め方を学んだよ！

まにわヒノヒカリ・きぬむすめ生産
振興協議会は、販売店と消費者
を招いて毎年交流しています。

青壮年部のお兄さんたちに
教わり株元を刈ったよ！

ＪＡ青壮年部のお兄さんたちとハ
ロウィーンのカボチャを苗から育
てました。とてもすてきな思い出
になりました！

ホクホクで甘い坊ちゃんカボチャ。
まるごと食べるよ♪

備中松山城と吹屋でブドウ
とトマトをＰＲ（高梁市）

坊ちゃんカボチャ食べてね
(里庄西児童クラブ)

マコモタケ収穫体験
（里庄町立里庄中学校２年生）

岡山西女性部くらしき東ブロック
（親子キッズクラブ）

ちゃぐりんフェスタで
サツマイモ収穫体験

生宗 琉唯さん生宗 琉唯さん生宗 琉唯さん生宗 琉唯さん
いきむねいきむねいきむねいきむね

高橋 倫太朗さん高橋 倫太朗さん高橋 倫太朗さん高橋 倫太朗さん
たかはしたかはしたかはしたかはし りんたろうりんたろうりんたろうりんたろうるいるいるいるい

しばたしばたしばたしばた

小谷 寧々さん小谷 寧々さん小谷 寧々さん小谷 寧々さん
こだにこだにこだにこだに

中曽 寛太さん中曽 寛太さん中曽 寛太さん中曽 寛太さん
なかそなかそなかそなかそ かんたかんたかんたかんた

行田　湊さん行田　湊さん行田　湊さん行田　湊さん
ゆきだゆきだゆきだゆきだ みなとみなとみなとみなとねねねねねねねね

平賀 大翔さん平賀 大翔さん平賀 大翔さん平賀 大翔さん
ひらがひらがひらがひらが

出原 芽依さん出原 芽依さん出原 芽依さん出原 芽依さん
いではらいではらいではらいではら めいめいめいめい

まさとまさとまさとまさと

あ
き
と
さ
ん

あ
き
と
さ
ん

あ
き
と
さ
ん

あ
き
と
さ
ん

伊藤 美月さん伊藤 美月さん伊藤 美月さん伊藤 美月さん
いとういとういとういとう
左から左から左から左から

森　 奏惠さん森　 奏惠さん森　 奏惠さん森　 奏惠さん
もりもりもりもり かなえかなえかなえかなえ

片山 璃香さん片山 璃香さん片山 璃香さん片山 璃香さん
かたやまかたやまかたやまかたやま りこりこりこりこ

みづきみづきみづきみづき

とっても
おいしそう♪

汗を流
して

一生
懸命
掘った

よ！

自分の背より高い
葉をかきわけて

根元から収穫したよ！
茎が固くて
切りにくかった

たくさん落花生が
とれたよ！

大きいサツマイモ！

自分で掘った
サツマイモは

きっとおいしい
よ！

イガイガの中にこんなにきれいな栗が入っているなんてビックリ（栗）！

真庭産ヒノヒカリ
「醍醐の輝®」が大好き！

だいごのひかり

サツマイモ
と落花生を

収穫したよ
！

大きくなっ
たら

「ひるぜん
大根」や

スイートコ
ーンを

作ってみた
いな！

タ
ラ
イ
稲
収
穫

か
が
み
の
中
央
こ
ど
も
園

（
鏡
野
町
）

お金に関する出前授業
（高梁市立成羽小学校）

栗拾い体験
（勝央町立勝央北小学校）

ハロウィーンカボチャづくり
（新見市立萬歳小学校）

手のひら
サイズの

かわいい
カボチャ

！

出前授業「八束の宝を学ぶ」
（真庭市立八束小学校）

やつか

やつか

JAのお米に
ついてはこちら

柴田ゆいさん柴田ゆいさん柴田ゆいさん柴田ゆいさん

ま
ひ
ろ
さ
ん

ま
ひ
ろ
さ
ん

ま
ひ
ろ
さ
ん

ま
ひ
ろ
さ
ん

サツマ イモ収穫体験
まやこ ども園（笠岡市）

ロウソクを灯したよ♪
まんざいまんざいまんざいまんざい
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地域 を 元気に！
JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで
　感じたこと、学んだこ となどを聞きました。

　
野
菜
や
果
物
を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
た
ス

ム
ー
ジ
ー
は
、
市
販
の
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
と
は

異
な
り
、
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
食
物

繊
維
も
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
食
欲
の

な
い
時
に
ピ
ッ
タ
リ
の
よ
う
に
感
じ
る
ス
ム
ー

ジ
ー
で
す
が
、
使
う
シ
ー
ン
や
用
途
を
き
ち

ん
と
使
い
分
け
て
栄
養
を
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
毎
日
の
習
慣
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

や
は
り
ご
飯
食
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
本
来
、
食
事
は
口
や
胃
腸
で
消
化
吸
収

す
る
も
の
で
す
。
ス
ム
ー
ジ
ー
を
飲
ん
だ
直

後
は
水
分
で
腹
が
膨
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
が
、
一
時
的
な
も
の
な
の
で
腹
持
ち
が
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
咀
嚼
を
す
る
こ
と
も
な
い

た
め
、
唾
液
と
混
ざ
る
こ
と
に
よ
る
消
化

促
進
や
免
疫
力
向
上
が
期
待
で
き
な
い
点

も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、「
ご
飯
」は
タ
ン
パ
ク
質
・
ビ
タ

ミ
ン
・
脂
質
な
ど
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を

含
み
、
古
来
か
ら
日
本
人
の
カ
ラ
ダ
に
適

し
た
主
食
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
粒

食
の
ご
飯
は
、
咀
嚼
を
す
る
こ
と
で
口
や

脳
を
使
い
、
自
然
と
顎
回
り
の
筋
ト
レ
も

で
き
ま
す
。
咀
嚼
は
満
腹
感
を
生
み
、
消

化
や
免
疫
力
向
上
を
助
け
て
く
れ
る
な
ど
、

健
康
維
持
に
適
し
た

食
材
で
す
。

　
ス
ム
ー
ジ
ー
は
食
事

で
は
取
り
切
れ
な
い
ビ

タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
の

補
給
程
度
と
し
、
間

食
や
食
事
の
前
後
に

少
し
い
た
だ
く
な
ど
、

食
事
の
補
助
的
な
役

割
に
留
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

食
事
は

ス
ム
ー
ジ
ー
よ
り
も
ご
飯
！

農業や食って

こんなにお
もしろい！

！

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
総
務
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

そ
し
ゃ
く

収
穫
の
　
秋
は
う
れ
し
い
　
腰
の
ば
し

児
馬
　
フ
ジ
子 

さ
ん

衣
替
え
　
寒
暖
差
あ
り
　
時
に
汗

大
橋
　
玉
美 

さ
ん

天
高
く
　
内
臓
脂
肪
　
増
え
る
秋ひ

ろ
ち
ゃ
ん

松
手
入
れ
　
に
わ
か
庭
師
の
　
出
番
か
な

都
忘
れ 

さ
ん

五
昔
　
ぶ
ど
う
と
共
に
　
育
ち
け
り

河
西
　
和
子 

さ
ん

あ
ぜ
枕
　
晝
寝
の
案
山
子
　
用
す
ん
で
　

坂
出
　
和
巳 

さ
ん

黒
豆
の
　
枝
豆 

酒
の
　
友
と
な
る

松
原
　
文
子 

さ
ん

い
つ
む
か
し

ひ
る
ね

か
か
し

准組合員参加企画

びほくの地域ブランド「天空の
実り®」（ピオーネと「鬼退治桃
太郎トマト」）をありがとう！

蒜山の農業を
勉強したよ！

地元の生産者に
教わり栗拾い！

春に植えたカボチャやサツマ
イモを収穫しました。津山女
性部津山中支部と津山支店
も力を合わせて頑張りました！

お小遣い帳のつけ方やお金の
貯め方を学んだよ！

まにわヒノヒカリ・きぬむすめ生産
振興協議会は、販売店と消費者
を招いて毎年交流しています。

青壮年部のお兄さんたちに
教わり株元を刈ったよ！

ＪＡ青壮年部のお兄さんたちとハ
ロウィーンのカボチャを苗から育
てました。とてもすてきな思い出
になりました！

ホクホクで甘い坊ちゃんカボチャ。
まるごと食べるよ♪

備中松山城と吹屋でブドウ
とトマトをＰＲ（高梁市）

坊ちゃんカボチャ食べてね
(里庄西児童クラブ)

マコモタケ収穫体験
（里庄町立里庄中学校２年生）

岡山西女性部くらしき東ブロック
（親子キッズクラブ）

ちゃぐりんフェスタで
サツマイモ収穫体験

生宗 琉唯さん生宗 琉唯さん生宗 琉唯さん生宗 琉唯さん
いきむねいきむねいきむねいきむね

高橋 倫太朗さん高橋 倫太朗さん高橋 倫太朗さん高橋 倫太朗さん
たかはしたかはしたかはしたかはし りんたろうりんたろうりんたろうりんたろうるいるいるいるい

しばたしばたしばたしばた

小谷 寧々さん小谷 寧々さん小谷 寧々さん小谷 寧々さん
こだにこだにこだにこだに

中曽 寛太さん中曽 寛太さん中曽 寛太さん中曽 寛太さん
なかそなかそなかそなかそ かんたかんたかんたかんた

行田　湊さん行田　湊さん行田　湊さん行田　湊さん
ゆきだゆきだゆきだゆきだ みなとみなとみなとみなとねねねねねねねね

平賀 大翔さん平賀 大翔さん平賀 大翔さん平賀 大翔さん
ひらがひらがひらがひらが

出原 芽依さん出原 芽依さん出原 芽依さん出原 芽依さん
いではらいではらいではらいではら めいめいめいめい

まさとまさとまさとまさと

あ
き
と
さ
ん

あ
き
と
さ
ん

あ
き
と
さ
ん

あ
き
と
さ
ん

伊藤 美月さん伊藤 美月さん伊藤 美月さん伊藤 美月さん
いとういとういとういとう
左から左から左から左から

森　 奏惠さん森　 奏惠さん森　 奏惠さん森　 奏惠さん
もりもりもりもり かなえかなえかなえかなえ

片山 璃香さん片山 璃香さん片山 璃香さん片山 璃香さん
かたやまかたやまかたやまかたやま りこりこりこりこ

みづきみづきみづきみづき

とっても
おいしそう♪

汗を流
して

一生
懸命
掘った

よ！

自分の背より高い
葉をかきわけて

根元から収穫したよ！
茎が固くて
切りにくかった

たくさん落花生が
とれたよ！

大きいサツマイモ！

自分で掘った
サツマイモは

きっとおいしい
よ！

イガイガの中にこんなにきれいな栗が入っているなんてビックリ（栗）！

真庭産ヒノヒカリ
「醍醐の輝®」が大好き！

だいごのひかり

サツマイモ
と落花生を

収穫したよ
！

大きくなっ
たら

「ひるぜん
大根」や

スイートコ
ーンを

作ってみた
いな！

タ
ラ
イ
稲
収
穫

か
が
み
の
中
央
こ
ど
も
園

（
鏡
野
町
）

お金に関する出前授業
（高梁市立成羽小学校）

栗拾い体験
（勝央町立勝央北小学校）

ハロウィーンカボチャづくり
（新見市立萬歳小学校）

手のひら
サイズの

かわいい
カボチャ

！

出前授業「八束の宝を学ぶ」
（真庭市立八束小学校）

やつか

やつか

JAのお米に
ついてはこちら

柴田ゆいさん柴田ゆいさん柴田ゆいさん柴田ゆいさん

ま
ひ
ろ
さ
ん

ま
ひ
ろ
さ
ん

ま
ひ
ろ
さ
ん

ま
ひ
ろ
さ
ん

サツマ イモ収穫体験
まやこ ども園（笠岡市）

ロウソクを灯したよ♪
まんざいまんざいまんざいまんざい
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令
和
４
年
度
10
月
期
理
事
会
を
10
月
31
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：【
岡
山
西
統
括

本
部
】池
田
支
店
・
昭
和
支
店
統
廃
合
／
第

２
号
議
案
：【
倉
敷
か
さ
や
統
括
本
部
】旧
矢

掛
支
店
土
地
等
の
売
却
／
第
３
号
議
案
：【
倉

敷
か
さ
や
統
括
本
部
】笠
岡
支
店
北
側
遊
休

地
の
売
却
／
第
４
号
議
案
：【
び
ほ
く
統
括

本
部
】成
羽
支
店
・
成
羽
総
合
セ
ン
タ
ー
建

替
え
／
第
５
号
議
案
：
リ
ス
ク
管
理
規
程
等

の
一
部
変
更
／
第
６
号
議
案
：
経
理
規
程
の
一

部
変
更
／
第
７
号
議
案
：
総
代
選
挙
に
か
か

る
選
挙
管
理
者
・
立
会
人
等
の
承
認
／
第
８

号
議
案
：
日
本
銀
行
券
改
刷
に
伴
う
Ａ
Ｔ
Ｍ

改
刷
対
応
／
第
９
号
議
案
：
お
客
さ
ま
本
位

の
業
務
運
営
に
関
す
る
取
組
方
針
の
変
更
／

第
10
号
議
案
：
大
型
直
売
所
の
建
設（
山
手

直
売
所
敷
地
内
に「
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
ｏｎ

ｅ 

ｓ
ｔ
ｏｐ
」店
舗
と
し
て
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
を
併
設
す
る
複
合
施
設
と
し
て
再
編
整
備

す
る
）／
第
11
号
議
案
：
出
資
口
数
の
減
口

（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】令
和
４
年
度
９
月
末
仮
決
算
状

況
及
び
事
業
実
績
／
相
談
・
苦
情（
令
和
４

年
度
第
２
四
半
期
）／
事
務
ミ
ス
等（
令
和
４

年
度
第
２
四
半
期
）反
社
会
的
勢
力
排
除
対

応
・
管
理
先
対
応
状
況（
令
和
４
年
度
第
２

四
半
期
）疑
わ
し
い
取
引
の
届
出（
令
和
４
年

度
第
２
四
半
期
）／
内
部
統
制
確
立
に
向
け
た

重
点
化
対
策（
令
和
４
年
度
上
半
期
）／
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
取
組
状
況
・
違
反
状
況（
令
和

４
年
度
上
半
期
）／
Ｊ
Ａ
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
運
用

実
績
報
告（
令
和
４
年
度
上
半
期
）Ａ
Ｌ
Ｍ
委

員
会
報
告
／
そ
の
他（
①
Ｊ
Ａ
の
大
口
農
家
特

別
奨
励
措
置
と
農
水
省
肥
料
価
格
高
騰
対
策

事
業
②
令
和
4
年
度
上
期
車
両
事
故
状
況
③

令
和
4
年
度
上
期
労
働
災
害
状
況
④
職
員
数

の
状
況
⑤
共
済
不
祥
事
に
対
す
る
懲
戒
⑥
組

合
と
理
事
と
の「
利
益
相
反
取
引
」に
係
る
実

行
し
た
事
実
等
の
確
認
⑦【
倉
敷
か
さ
や
統
括

本
部
】倉
敷
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
建
替
え
工
事
の

入
札
結
果
⑧【
新
見
統
括
本
部
】米
低
温
倉
庫

新
築
工
事
入
札
結
果
⑨【
津
山
統
括
本
部
】野

村
育
苗
セ
ン
タ
ー
作
業
棟
及
び
播
種
設
備
の

入
札
結
果

　
第
62
回
岡
山
県
農
林
漁
業
近
代
化
表
彰
の

農
産
部
門
で
農
事
組
合
法
人
大
明
神
組
合

（
吉
備
中
央
町
）、
農
事
組
合
法
人
矢
掛
ス
マ

ー
ト
ア
グ
リ（
矢
掛
町
）、
園
芸
部
門
で
秦
果

樹
生
産
出
荷
組
合（
総
社
市
）の
管
内
3
団
体

が
農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税
の
仕

入
税
額
控
除
の
方
式
と
し
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。
制
度
開
始
時
に
イ
ン
ボ
イ
ス

発
行
事
業
者
と
な
る
た
め
に
は
、
原
則
令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で
に
登
録
申
請
が
必
要
で

す
。
早
め
の
登
録
で
取
引
先
へ
の
お
知
ら
せ
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

■
登
録
申
請
手
続
き
は
、ｅ
-

Ｔａｘ
で
登
録
申
請
す
る
と

書
面
で
の
申
請
に
比
べ
早

期
に
登
録
通
知
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
令
和
５
年
３
月
末
を
も
っ
て「
ら
く
ら
く
Ｗ

ｅ
ｂ
簿
記
シ
ス
テ
ム
」の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
終
了

し
ま
す
。
令
和
４
年
12
月
31
日
ま
で
に「
Ｗｅ

ｂ
記
帳
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」へ
の
切
り
替
え

を
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
は
、
減
価
償
却
資

産
や
期
首
残
高
な
ど
の
必
要
な
デ
ー
タ
を
引

き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用
の
申
し
込
み

方
法
・
料
金
な
ど
詳
細
は
、
本
店
営
農
振
興

課（
０
８
６
ー

４
７
６
ー

１
８
３
７
）へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
下
記
コ
ー
ド
か
ら
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
10
月
中
旬
、
農
政
局
・
県

と
と
も
に
Ｊ
R
岡
山
駅
前
広
場
で「
お
か
や
ま

る
し
ぇ
２
０
２
２
」を
開
き
、
野
菜
・
果
物
・
加

工
品
な
ど
各
地
の
特
産
を
販
売
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
や
円
安
な
ど
の
影
響
で
厳
し
い
状
況
に

あ
る
県
内
の
農
林
漁
業
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

実
施
。
石
我
均
組
合
長
は「
行
政
と
も
協
力

し
て
、
農
業
と
地
域
の
活
性
化
に
努
め
る
」と

話
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
産
水
稲
の
肥
料
・
農
薬
の
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
肥
料
高
騰
を
受
け
、

Ｊ
Ａ
で
は
予
約
分
を
対
象
と
す
る
特
別
対
策

と
し
て
次
の
こ
と
を
実
施
し
ま
す
。

①
来
年
３
月
ま
で
に
取
り
ま
と
め
す
る
予
約

注
文
書
の
注
文
で
３
％
還
元

②
年
間
20
万
円
以
上
の
予
約
購
入
金
額
に
応

じ
て
最
大
３
％
還
元
の
大
口
農
家
特
別
奨

励
　
還
元
に
は
対
象
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
近
く
の
購
買
店
舗
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　「
旬
鮮
倶
楽
部
」は
全
国
の
特
産
品
や
ス
イ

ー
ツ
な
ど
を
取
り
そ
ろ
え
た
通
販
カ
タ
ロ
グ
で

す
。
カ
タ
ロ
グ
か
ら
お
選
び
い
た
だ
い
た
商
品

を
毎
月
ご
家
庭
ま
で
お
届
け
し
ま
す
。
カ
タ
ロ

グ
の
ご
希
望
、
ご
質
問
、
お
申
し
込
み
は
、

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

理
事
会
だ
よ
り

大
型
直
売
所
の
建
設
な
ど

3
団
体
が
大
臣
賞

県
農
林
漁
業
近
代
化
表
彰

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
事
前
登
録
を

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

W
e
b
農
業
簿
記
シ
ス
テ
ム
移
行

【
12
月
末
ま
で
】切
替
え
で
デ
ー
タ
引
継
ぎ

マ
ル
シ
ェ
で
地
域
と
農
業
盛
り
上
げ

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
動
き

令
和
５
年
産
の
水
稲
肥
料
・
農
薬

予
約
注
文
は
お
早
め
に

全
国
の
旬
を
お
届
け
し
ま
す

「
旬
鮮
倶
楽
部
」の
ご
案
内

JA からのお知らせ

だ
い
み
ょ
う
じ
ん

は
だ

共済・推進担当常務理事　近藤 晶彦 （こんどう あきひこ）

行政とも連携し、農業を元気に

おじゃましますおじゃまします
役員
が

特設サイトへ

１０月第３土曜日の「おかやま新米記念日」に合わせ、
新米「きぬむすめ」を配布（写真右＝石我均組合長）

い
し
が
ひ
と
し

　
Ｊ
Ａ
に
入
組
し
て
２
年
目
で
す
。
赤
坂

支
店
の
経
済
課
で
、
主
に
ブ
ド
ウ
や
米

な
ど
の
出
荷
作
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

作
物
に
つ
い
て
農
家
の
方
な
ど
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
け
る
の
で
常

に
新
た
な
発
見
が
あ
り
、
充
実
し
た
毎
日

で
す
。
ま
た
、
支
店
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
の
お
か
げ
で
、
の
び
の
び
と
仕
事

が
で
き
、
日
々
成
長
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
管
内
に
は
非
常
に
多
く
の
作
物
が
あ
り
、

ブ
ド
ウ
で
は
特
選
ピ
オ
ー
ネ「
誉
乃
Ａ
Ｋ
Ａ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
®

」、
米
で
は
酒
米「
雄
町
米
」な

ど
が
特
産
で
す
。
日
々
の
業
務
を
通
じ
て

農
業
や
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　「
自
分
ら
し
さ
」を
大
切
に
、
常
に
謙

虚
な
姿
勢
で
、
組
合
員
・
利
用
者
の
み

な
さ
ま
か
ら「
頼
ら
れ
、
愛
さ
れ
る
」職
員

を
目
指
し
ま
す
。

ほ
ま
れ
の

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

職員の紹介を通じて、
JAの事業・地域の特徴をご紹介します。

フレッシ
ュ通信

は
し

ま
き

か
ず
お

自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は
持続可能な

開発目標（SDGs）を
支援しています。

　
10
月
上
旬
、
果
実
の
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ
の

一
環
と
し
て「
デ
ス
ク
de
く
だ
も
の
」運
動
と

い
う
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

企
業
な
ど
を
対
象
に
果
実
の
消
費
拡
大
の

普
及
・
推
進
を
目
的
と
し
て「
全
国
落
葉

果
樹
消
費
拡
大
協
議
会
」が
取
り
組
ん
で
い

る
運
動
で
す
。

　「
タ
キ
ロ
ン
シ
ー
ア
イ（
株
）」

（
合
成
樹
脂
製
品
の
大
手
総
合

加
工
メ
ー
カ
ー
で
農
業
資
材
関

係
の
商
品
も
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
）と
、「
住
友
生
命
保
険
相
互

会
社
」へ
お
邪
魔
し
、
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト「
晴
王
®」と「
ピ
オ
ー

ネ
」の
産
地
紹
介
や
特
長
を
Ｐ
Ｒ

し
、
社
員
の
方
に
試
食
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、「
甘
く
て
お
い
し
い
！
」「
こ

ん
な
大
粒
で
立
派
な
ブ
ド
ウ
は
初
め
て
！
」

と
ビ
ッ
ク
リ
し「
さ
っ
そ
く
購
入
し
た
い
！
」

と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
ブ
ド
ウ
を
味
わ
っ
た
方
の
リ
ア
ル

な
話
を
久
し
ぶ
り
に
聞
き
、
消
費
拡
大
・Ｐ

Ｒ
・
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
た
め
に
は
、
試
食
を

含
め
た
宣
伝
活
動
の
積
み
重
ね
が
い
か
に
大

事
か
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

異
業
種
の
社
会
人
に
試
食
宣
伝

「
デ
ス
ク
de
く
だ
も
の
」運
動

　蒜山三座が見下ろす黒ボコ（黒色の火山灰土）に広がる白ネ
ギ畑を見て、すばらしい景色や環境が農業の元気の源となって
いると感じました。
　真庭統括本部では白ネギの産地化に乗り出しており、貸出
用のネギ用管理機や定植機、収穫機などを整備。年々、栽
培面積が広がっています。２０１８年には選果場も稼働を始め、
面積拡大や雇用創出にもつなげています。
　契約出荷や定年帰農、兼業など、経営・栽培形態も多様
化しています。栽培を目指す人に向けた「いきいき帰農塾」では、
真庭市とともに地域を挙げて生産を支えています。
　農家のみなさんのところに直接足を運び、生の声を聞きながら、
行政や他分野とも連携を強化するとともにし、白ネギの産地化
を契機に高齢化対策や後継者の確保にもつなげます。

蒜
山
白
ネ
ギ
部
会
協
議
会
の
槙

橋
一
夫
さ
ん（
左
）の
ほ
場
を
訪

れ
、旬
を
迎
え
た
白
ネ
ギ
の
生

育
を
確
認
し
ま
し
た

全農岡山県本部　東京事務所
所　長 別所　和彦

べっしょ かずひこ

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

（上）タキロンシーアイ（株）にて／（下）住友生命保
険相互会社にて

岡山東統括本部
赤坂支店経済課
おおた そうご

太田 壮吾

老後の資産形成に向けてメリットのある
税制優遇制度を活用しよう！

　「人生100年時代」といわれる今日この頃。老後に向けて資
産形成していく上で、長引く超低金利で預貯金だけに頼って資
産を増やすには限界を感じていませんか？併せて少子高齢化で
年金受給者を支える現役世代の減少により公的年金制度にも不
安が拭いきれません。そこで国は、NISA・つみたてNISA・
iDeCo・農業者年金などの制度を活用した資産形成・運用を
推奨しています。このようなメリットの大きい税制優遇制度を活
用して、ゆとりある将来設計をJAと一緒に考えてみませんか？
※NISA、つみたてNISAについては取扱いのない店舗があります。

詳しくは、最寄りの支店窓口または渉外担当者にお問い合わせください。

iDeCoの掛金は全額所得控除の対象となるため、課税所得
が減り、所得税や住民税が軽減されます。

受け取り方は原則６０歳以降、自分にあった方法を【一時金（一
括）】【年金（分割）】あるいはその併用から選ぶことができます。

預金の利息や投資信託の運用益は通常、税率20.315％が源
泉分離課税されますが、iDeCoの運用益は非課税です。
※１運用中の年金資産には特別法人税（1.173％）が課税されますが、
　　現在は課税凍結中です。

国も
後押し

iD
e
C
o

の
メ
リ
ッ
ト
３
つ
の
税
制
優
遇
措
置

JAグループだから簡単!安心!安い!　　　　　　　　　　　のお申し込み・ご相談はお近くのJAへ 20HAREBARE



　
令
和
４
年
度
10
月
期
理
事
会
を
10
月
31
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：【
岡
山
西
統
括

本
部
】池
田
支
店
・
昭
和
支
店
統
廃
合
／
第

２
号
議
案
：【
倉
敷
か
さ
や
統
括
本
部
】旧
矢

掛
支
店
土
地
等
の
売
却
／
第
３
号
議
案
：【
倉

敷
か
さ
や
統
括
本
部
】笠
岡
支
店
北
側
遊
休

地
の
売
却
／
第
４
号
議
案
：【
び
ほ
く
統
括

本
部
】成
羽
支
店
・
成
羽
総
合
セ
ン
タ
ー
建

替
え
／
第
５
号
議
案
：
リ
ス
ク
管
理
規
程
等

の
一
部
変
更
／
第
６
号
議
案
：
経
理
規
程
の
一

部
変
更
／
第
７
号
議
案
：
総
代
選
挙
に
か
か

る
選
挙
管
理
者
・
立
会
人
等
の
承
認
／
第
８

号
議
案
：
日
本
銀
行
券
改
刷
に
伴
う
Ａ
Ｔ
Ｍ

改
刷
対
応
／
第
９
号
議
案
：
お
客
さ
ま
本
位

の
業
務
運
営
に
関
す
る
取
組
方
針
の
変
更
／

第
10
号
議
案
：
大
型
直
売
所
の
建
設（
山
手

直
売
所
敷
地
内
に「
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
ｏｎ

ｅ 

ｓ
ｔ
ｏｐ
」店
舗
と
し
て
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
を
併
設
す
る
複
合
施
設
と
し
て
再
編
整
備

す
る
）／
第
11
号
議
案
：
出
資
口
数
の
減
口

（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】令
和
４
年
度
９
月
末
仮
決
算
状

況
及
び
事
業
実
績
／
相
談
・
苦
情（
令
和
４

年
度
第
２
四
半
期
）／
事
務
ミ
ス
等（
令
和
４

年
度
第
２
四
半
期
）反
社
会
的
勢
力
排
除
対

応
・
管
理
先
対
応
状
況（
令
和
４
年
度
第
２

四
半
期
）疑
わ
し
い
取
引
の
届
出（
令
和
４
年

度
第
２
四
半
期
）／
内
部
統
制
確
立
に
向
け
た

重
点
化
対
策（
令
和
４
年
度
上
半
期
）／
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
取
組
状
況
・
違
反
状
況（
令
和

４
年
度
上
半
期
）／
Ｊ
Ａ
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
運
用

実
績
報
告（
令
和
４
年
度
上
半
期
）Ａ
Ｌ
Ｍ
委

員
会
報
告
／
そ
の
他（
①
Ｊ
Ａ
の
大
口
農
家
特

別
奨
励
措
置
と
農
水
省
肥
料
価
格
高
騰
対
策

事
業
②
令
和
4
年
度
上
期
車
両
事
故
状
況
③

令
和
4
年
度
上
期
労
働
災
害
状
況
④
職
員
数

の
状
況
⑤
共
済
不
祥
事
に
対
す
る
懲
戒
⑥
組

合
と
理
事
と
の「
利
益
相
反
取
引
」に
係
る
実

行
し
た
事
実
等
の
確
認
⑦【
倉
敷
か
さ
や
統
括

本
部
】倉
敷
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
建
替
え
工
事
の

入
札
結
果
⑧【
新
見
統
括
本
部
】米
低
温
倉
庫

新
築
工
事
入
札
結
果
⑨【
津
山
統
括
本
部
】野

村
育
苗
セ
ン
タ
ー
作
業
棟
及
び
播
種
設
備
の

入
札
結
果

　
第
62
回
岡
山
県
農
林
漁
業
近
代
化
表
彰
の

農
産
部
門
で
農
事
組
合
法
人
大
明
神
組
合

（
吉
備
中
央
町
）、
農
事
組
合
法
人
矢
掛
ス
マ

ー
ト
ア
グ
リ（
矢
掛
町
）、
園
芸
部
門
で
秦
果

樹
生
産
出
荷
組
合（
総
社
市
）の
管
内
3
団
体

が
農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税
の
仕

入
税
額
控
除
の
方
式
と
し
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。
制
度
開
始
時
に
イ
ン
ボ
イ
ス

発
行
事
業
者
と
な
る
た
め
に
は
、
原
則
令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で
に
登
録
申
請
が
必
要
で

す
。
早
め
の
登
録
で
取
引
先
へ
の
お
知
ら
せ
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

■
登
録
申
請
手
続
き
は
、ｅ
-

Ｔａｘ
で
登
録
申
請
す
る
と

書
面
で
の
申
請
に
比
べ
早

期
に
登
録
通
知
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
令
和
５
年
３
月
末
を
も
っ
て「
ら
く
ら
く
Ｗ

ｅ
ｂ
簿
記
シ
ス
テ
ム
」の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
終
了

し
ま
す
。
令
和
４
年
12
月
31
日
ま
で
に「
Ｗｅ

ｂ
記
帳
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」へ
の
切
り
替
え

を
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
は
、
減
価
償
却
資

産
や
期
首
残
高
な
ど
の
必
要
な
デ
ー
タ
を
引

き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用
の
申
し
込
み

方
法
・
料
金
な
ど
詳
細
は
、
本
店
営
農
振
興

課（
０
８
６
ー

４
７
６
ー

１
８
３
７
）へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
下
記
コ
ー
ド
か
ら
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
10
月
中
旬
、
農
政
局
・
県

と
と
も
に
Ｊ
R
岡
山
駅
前
広
場
で「
お
か
や
ま

る
し
ぇ
２
０
２
２
」を
開
き
、
野
菜
・
果
物
・
加

工
品
な
ど
各
地
の
特
産
を
販
売
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
や
円
安
な
ど
の
影
響
で
厳
し
い
状
況
に

あ
る
県
内
の
農
林
漁
業
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

実
施
。
石
我
均
組
合
長
は「
行
政
と
も
協
力

し
て
、
農
業
と
地
域
の
活
性
化
に
努
め
る
」と

話
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
産
水
稲
の
肥
料
・
農
薬
の
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
肥
料
高
騰
を
受
け
、

Ｊ
Ａ
で
は
予
約
分
を
対
象
と
す
る
特
別
対
策

と
し
て
次
の
こ
と
を
実
施
し
ま
す
。

①
来
年
３
月
ま
で
に
取
り
ま
と
め
す
る
予
約

注
文
書
の
注
文
で
３
％
還
元

②
年
間
20
万
円
以
上
の
予
約
購
入
金
額
に
応

じ
て
最
大
３
％
還
元
の
大
口
農
家
特
別
奨

励
　
還
元
に
は
対
象
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
近
く
の
購
買
店
舗
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　「
旬
鮮
倶
楽
部
」は
全
国
の
特
産
品
や
ス
イ

ー
ツ
な
ど
を
取
り
そ
ろ
え
た
通
販
カ
タ
ロ
グ
で

す
。
カ
タ
ロ
グ
か
ら
お
選
び
い
た
だ
い
た
商
品

を
毎
月
ご
家
庭
ま
で
お
届
け
し
ま
す
。
カ
タ
ロ

グ
の
ご
希
望
、
ご
質
問
、
お
申
し
込
み
は
、

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

理
事
会
だ
よ
り

大
型
直
売
所
の
建
設
な
ど

3
団
体
が
大
臣
賞

県
農
林
漁
業
近
代
化
表
彰

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
事
前
登
録
を

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

W
e
b
農
業
簿
記
シ
ス
テ
ム
移
行

【
12
月
末
ま
で
】切
替
え
で
デ
ー
タ
引
継
ぎ

マ
ル
シ
ェ
で
地
域
と
農
業
盛
り
上
げ

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
動
き

令
和
５
年
産
の
水
稲
肥
料
・
農
薬

予
約
注
文
は
お
早
め
に

全
国
の
旬
を
お
届
け
し
ま
す

「
旬
鮮
倶
楽
部
」の
ご
案
内

JA からのお知らせ

だ
い
み
ょ
う
じ
ん

は
だ

共済・推進担当常務理事　近藤 晶彦 （こんどう あきひこ）

行政とも連携し、農業を元気に

おじゃましますおじゃまします
役員
が

特設サイトへ

１０月第３土曜日の「おかやま新米記念日」に合わせ、
新米「きぬむすめ」を配布（写真右＝石我均組合長）

い
し
が
ひ
と
し

　
Ｊ
Ａ
に
入
組
し
て
２
年
目
で
す
。
赤
坂

支
店
の
経
済
課
で
、
主
に
ブ
ド
ウ
や
米

な
ど
の
出
荷
作
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

作
物
に
つ
い
て
農
家
の
方
な
ど
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
け
る
の
で
常

に
新
た
な
発
見
が
あ
り
、
充
実
し
た
毎
日

で
す
。
ま
た
、
支
店
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
の
お
か
げ
で
、
の
び
の
び
と
仕
事

が
で
き
、
日
々
成
長
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
管
内
に
は
非
常
に
多
く
の
作
物
が
あ
り
、

ブ
ド
ウ
で
は
特
選
ピ
オ
ー
ネ「
誉
乃
Ａ
Ｋ
Ａ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
®

」、
米
で
は
酒
米「
雄
町
米
」な

ど
が
特
産
で
す
。
日
々
の
業
務
を
通
じ
て

農
業
や
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　「
自
分
ら
し
さ
」を
大
切
に
、
常
に
謙

虚
な
姿
勢
で
、
組
合
員
・
利
用
者
の
み

な
さ
ま
か
ら「
頼
ら
れ
、
愛
さ
れ
る
」職
員

を
目
指
し
ま
す
。

ほ
ま
れ
の

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

職員の紹介を通じて、
JAの事業・地域の特徴をご紹介します。

フレッシ
ュ通信

は
し

ま
き

か
ず
お

自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は
持続可能な

開発目標（SDGs）を
支援しています。

　
10
月
上
旬
、
果
実
の
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ
の

一
環
と
し
て「
デ
ス
ク
de
く
だ
も
の
」運
動
と

い
う
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

企
業
な
ど
を
対
象
に
果
実
の
消
費
拡
大
の

普
及
・
推
進
を
目
的
と
し
て「
全
国
落
葉

果
樹
消
費
拡
大
協
議
会
」が
取
り
組
ん
で
い

る
運
動
で
す
。

　「
タ
キ
ロ
ン
シ
ー
ア
イ（
株
）」

（
合
成
樹
脂
製
品
の
大
手
総
合

加
工
メ
ー
カ
ー
で
農
業
資
材
関

係
の
商
品
も
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
）と
、「
住
友
生
命
保
険
相
互

会
社
」へ
お
邪
魔
し
、
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト「
晴
王
®」と「
ピ
オ
ー

ネ
」の
産
地
紹
介
や
特
長
を
Ｐ
Ｒ

し
、
社
員
の
方
に
試
食
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、「
甘
く
て
お
い
し
い
！
」「
こ

ん
な
大
粒
で
立
派
な
ブ
ド
ウ
は
初
め
て
！
」

と
ビ
ッ
ク
リ
し「
さ
っ
そ
く
購
入
し
た
い
！
」

と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
ブ
ド
ウ
を
味
わ
っ
た
方
の
リ
ア
ル

な
話
を
久
し
ぶ
り
に
聞
き
、
消
費
拡
大
・Ｐ

Ｒ
・
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
た
め
に
は
、
試
食
を

含
め
た
宣
伝
活
動
の
積
み
重
ね
が
い
か
に
大

事
か
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

異
業
種
の
社
会
人
に
試
食
宣
伝

「
デ
ス
ク
de
く
だ
も
の
」運
動

　蒜山三座が見下ろす黒ボコ（黒色の火山灰土）に広がる白ネ
ギ畑を見て、すばらしい景色や環境が農業の元気の源となって
いると感じました。
　真庭統括本部では白ネギの産地化に乗り出しており、貸出
用のネギ用管理機や定植機、収穫機などを整備。年々、栽
培面積が広がっています。２０１８年には選果場も稼働を始め、
面積拡大や雇用創出にもつなげています。
　契約出荷や定年帰農、兼業など、経営・栽培形態も多様
化しています。栽培を目指す人に向けた「いきいき帰農塾」では、
真庭市とともに地域を挙げて生産を支えています。
　農家のみなさんのところに直接足を運び、生の声を聞きながら、
行政や他分野とも連携を強化するとともにし、白ネギの産地化
を契機に高齢化対策や後継者の確保にもつなげます。

蒜
山
白
ネ
ギ
部
会
協
議
会
の
槙

橋
一
夫
さ
ん（
左
）の
ほ
場
を
訪

れ
、旬
を
迎
え
た
白
ネ
ギ
の
生

育
を
確
認
し
ま
し
た

全農岡山県本部　東京事務所
所　長 別所　和彦

べっしょ かずひこ

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

（上）タキロンシーアイ（株）にて／（下）住友生命保
険相互会社にて

岡山東統括本部
赤坂支店経済課
おおた そうご

太田 壮吾

老後の資産形成に向けてメリットのある
税制優遇制度を活用しよう！

　「人生100年時代」といわれる今日この頃。老後に向けて資
産形成していく上で、長引く超低金利で預貯金だけに頼って資
産を増やすには限界を感じていませんか？併せて少子高齢化で
年金受給者を支える現役世代の減少により公的年金制度にも不
安が拭いきれません。そこで国は、NISA・つみたてNISA・
iDeCo・農業者年金などの制度を活用した資産形成・運用を
推奨しています。このようなメリットの大きい税制優遇制度を活
用して、ゆとりある将来設計をJAと一緒に考えてみませんか？
※NISA、つみたてNISAについては取扱いのない店舗があります。

詳しくは、最寄りの支店窓口または渉外担当者にお問い合わせください。

iDeCoの掛金は全額所得控除の対象となるため、課税所得
が減り、所得税や住民税が軽減されます。

受け取り方は原則６０歳以降、自分にあった方法を【一時金（一
括）】【年金（分割）】あるいはその併用から選ぶことができます。

預金の利息や投資信託の運用益は通常、税率20.315％が源
泉分離課税されますが、iDeCoの運用益は非課税です。
※１運用中の年金資産には特別法人税（1.173％）が課税されますが、
　　現在は課税凍結中です。

国も
後押し

iD
e
C
o

の
メ
リ
ッ
ト
３
つ
の
税
制
優
遇
措
置

JAグループだから簡単!安心!安い!　　　　　　　　　　　のお申し込み・ご相談はお近くのJAへ21 HAREBARE



PRESENT QUIZ
パズルに答えて、

特産品をＧｅｔしよう！

新型コロナウイルス感染拡大で厳しい状況が続いていますが、本誌は誌面を通じて厳しい状況の中でも生産者の笑顔や農畜産物・景色のすばらしさを
お伝えすることで、読者の方に一瞬でも笑顔になってもらいたいと願っています。一日も早い終息を願い、その時にはぜひ出かけてほしいとの思いで編集
しておりますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。なお、本誌掲載の商品は総額表示で表記しています。

▼
先
月
号
の「
晴
れ
び
と
」、
29
㌶
も
の

農
地
を
ほ
ぼ
一
人
で
管
理
さ
れ
て
い
る

安
藤
さ
ん
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

岡
山
市
・
ゴ
リ
さ
ん（
60
代
）

▼
先
月
号
の「
晴
れ
び
と
」の
安
藤
さ
ん

に
お
米
を
作
っ
て
も
ら
え
、
助
か
っ
て
い

ま
す
。
来
年
か
ら
は
お
子
さ
ん
も
始
め

ら
れ
る
と
知
り
、
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

奈
義
町
・
安
東 

裕
子
さ
ん（
70
代
）

▼
10
月
上
旬
、
稲
刈
り
が
無
事
終
わ
り
、

や
っ
と
一
息
つ
き
ま
し
た
。
お
い
し
い
新

米
の「
き
ぬ
む
す
め
」を
家
族
み
ん
な
で

食
べ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。「
今
年
も
一

等
米
！
」と
自
画
自
賛
で
す
。

矢
掛
町
・
松
田 

ゆ
か
り
さ
ん（
60
代
）

▼「
笑
味
ち
ゃ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
」を
毎
号

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。「
さ
さ
み
と

ゴ
ボ
ウ
の
ゆ
ず
マ
ヨ
和
え
」と
て
も
お
い

し
そ
う
！井

原
市
・
ひ
で
ぞ
う
さ
ん（
40
代
）

▼
お
米
を
買
っ
た
ば
か
り
な
の
で「
笑
味

ち
ゃ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
」の「
ご
ま
た
っ
ぷ
り
ふ

り
か
け
」を
作
っ
て
食
べ
た
い
で
す
。
ゴ

ボ
ウ
も
大
好
き
な
の
で「
さ
さ
み
と
ゴ
ボ

ウ
の
ゆ
ず
マ
ヨ
和
え
」も
い
い
で
す
ね
！

総
社
市
・
西
平 

静
子
さ
ん（
70
代
）

▼
私
の
い
と
こ
が
50
歳
で
仕
事
を
や
め
、

今
年
か
ら
両
親
の
ブ
ド
ウ
づ
く
り
の
手

伝
い
を
始
め
ま
し
た
。「
親
か
ら
学
べ
る

う
ち
に
」と
後
を
継
い
で
く
れ
、と
て
も

頼
も
し
い
で
す
。こ
れ
か
ら
も
若
い
人
に

ど
ん
ど
ん
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

倉
敷
市
・
高
倉 

洋
子
さ
ん（
60
代
）

▼
５
月
に
突
然
、
主
人
が
他
界
。
地
域

の
方
に
教
わ
り
な
が
ら
、
初
め
て
長
男

が
田
植
え
を
し
ま
し
た
。
地
域
の
協
力

も
あ
り
順
調
に
生
育
し
て
い
ま
し
た
が
、

雨
風
や
台
風
で
稲
が
倒
れ
て
発
芽
す
る

も
の
も
あ
り
大
変
で
し
た
。
収
穫
量
は

保
有
米
と
、
ほ
ん
の
少
し
出
荷
す
る
ほ

ど
で
し
た
。
長
男
の
初
め
て
の
稲
作
は

ち
ょ
っ
と
悲
し
い
結
末
に
な
り
ま
し
た
が
、

特
集
の「
今
だ
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
」を
読
ん

で
来
年
に
備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
中

山
間
地
域
で
の
稲
作
の
抱
え
る
課
題
は

山
積
し
て
い
ま
す
が
、
や
る
し
か
な
い

で
す
。久

米
南
町
・
前 

節
子
さ
ん（
60
代
）

▼
い
ろ
ん
な
農
産
物
を
栽
培
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
特
に
興
味
が
あ
る

の
は
ブ
ド
ウ
で
す
。

津
山
市
・
な
み
さ
ん（
20
代
）

▼「
コ
ル
チ
カ
ム
」、
や
っ
と
花
の
名
前
が

わ
か
り
ま
し
た
。
ご
近
所
に
可
愛
ら
し

い
ピ
ン
ク
色
の
花
が
咲
い
て
い
て
、
何
の

花
だ
ろ
う
…
？
と
気
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
先
月
号「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」の

ク
ロ
19
さ
ん
の
写
真
で
わ
か
り
ま
し
た
。

ク
ロ
19
さ
ん
あ
り
が
と
う
！

備
前
市
・
フ
ル
ベ
リ
さ
ん（
60
代
）

▼「
ソ
ラ
サ
ン
ぽ
」「
推
し
名
物
ま
つ
り
」な

ど
を
見
る
と
、
行
っ
て
み
た
い
所
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ

い
ろ
紹
介
し
て
ほ
し
い
で
す
！

真
庭
市
・
も
や
こ
さ
ん（
40
代
）

▼「
ピ
オ
ー
ネ
」の
出
荷
が
や
っ
と
終
わ
り

ま
し
た
。Ｊ
Ａ
の
指
導
で
乗
り
切
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
老
体
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
あ
と
10
年
頑
張
り
ま
す
。

新
見
市
・
藤
井 

勇
さ
ん（
70
代
）

▼
定
年
後
、
夫
婦
で
野
菜
づ
く
り
に
励

ん
で
い
ま
す
。
作
っ
た
野
菜
が
食
卓
に

並
ぶ
と
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

孫
た
ち
に
送
る
と「
お
い
し
か
っ
た
よ
。

あ
り
が
と
う
」と
連
絡
が
あ
り
、
一
段
と

幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
！！

倉
敷
市
・
岡
本 

登
美
栄
さ
ん（
60
代
）

▼
地
元
、高
梁
の「
氷
温
ブ
ド
ウ
」の
ニ
ュ
ー

ス
を
見
ま
し
た
。
お
正
月
の
お
せ
ち
に

入
れ
た
ら
彩
り
も
よ
く
、
ほ
か
の
料
理

も
引
き
立
つ
の
で
買
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
梁
市
・
川
﨑 

悦
子
さ
ん（
70
代
）

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

日本のクリスマスパーティーでよく食
べられる鶏肉料理
フランスやイタリアなどの通貨単位
旅先で泊まります
バットが出せず―の三振!
カーナビは「カー―システム」の略
年末、年の瀬ともいいます
物が汚れたり傷んだりすること
これから起こることを予測します
葦（アシ）の別名
イエス・キリストの母です
陸・海・―

1

2
3
4
5
8
10
11
13
14
16

年末年始の学校に行かない期間
牛の脂はヘット、豚の脂は
げっぷのこと。―にも出さない
赤・青・黄・緑など
ポニーテールをすると襟足にちょろり
美川憲一のヒット曲『―座の女』
豚の形をした―箱
今年の来客数は昨年の3割―だ
珍しい書物のこと
いろいろと考えあぐねて悩むこと
良い考え。―が浮かんだ

1
6
7
9
10
11
12
14
15
16
17

ヨコのカギ タテのカギ

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　総務企画課
　「晴ればれ」係

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場
合がございますがご了承ください。
※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの
掲載や当選賞品発送、JA事業運営以外では使用い
たしません。
※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触
れる可能性のないものに限ります。
※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、
ご自身のペンネームを必ず明記してください。
※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただ
きます。
※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた時点で
掲載可能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２2年12月12日（月）必着

あとがき

応募フォームURL：
　https://www.ja-hareoka.or.jp/form/harebare_present/ 
FAX：086－476－1840

本誌に関して

ハガキ･応募フォーム･ＦＡＸのいずれかに、必要事
項をご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

クロスワードパズル
先月号の答え

「アカワイン」
応募総数
701件

高梁の山奥にある故郷でこん
なミョウガを見つけました！80
年以上生きてきて初めてです。

倉敷市　赤木 弥昭さん

赤いのが実で白い丸が種子！
気温や湿度など一定の条件がそろわ
ないと見られないそうです。

応募フォームができました！応募フォームができました！コチラからコチラから

　「
価
値
・
強
み
」な
ど
を
表
す「
ブ
ラ
ン
ド
」。
商
品
の
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
も
ら
い
、
作
る
側
も
消
費
者
も
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
は
Ｊ
Ａ
の
各
部
署
や
広
報

も
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。
真
庭
地
区
が
誇
る
ブ
ラ
ン
ド「
ひ
る
ぜ

ん
大
根
」と「
銀
沫
®

」を
総
社
市
の

直
売
所
で
販
売
す
る
夢
の
競
演
を
行
い
ま
し
た
。

自
慢
の
特
産
物
を
お
客
さ
ま
が
目
の
前
で
、
喜
ん

で
買
っ
て
く
だ
さ
る
の
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
と
、

私
た
ち
も
幸
せ
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ハ
ッ
ピ
ー
を

広
め
る
た
め
、
ブ
ラ
ン
ド
農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ

に
力
が
入
る
瞬
間
で
す
。（
江
森
）

み
な
さ
ま
か
ら
の「
写
真
」「
イ
ラ
ス
ト
」

「
お
便
り
」「
川
柳
」の
ご
応
募
を

大
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！！

応募フォーム・FAXでの
応募もOK!!

JAオリジナル商品！！ 
この機会にぜひご賞味ください。

下記の商品は、JA 共済の地域貢献活動事業を活用し開発しています。

我が家のホースに長いこと
居候しているカエル、水を
出すと飛んでいくけど朝に
はちゃんと帰っています（笑）

奈義町　メルモちゃん

し
ゃ
じ
な
っ
ぽ（
イ
タ
ド
リ
の
一
種
）が

赤
色
の
花
を
た
く
さ
ん
つ
け
ま
し
た
。

真
庭
市
　
池
田 

昭
子
さ
ん

可
愛
が
っ
て
い
る
山
野
草
の

「
紀
伊
上
臈
杜
鵑
」の
花
が

咲
き
ま
し
た
。

久
米
南
町 

八
幡 

清
美
さ
ん

期間限定

蒜山 Ｊ
Ａ
が
原
料
供
給
し
、

メ
ー
カ
ー
と

共
同
開
発
し
た

美
味
し
い
漬
物
で
す
！

こだわり大根
浅漬

井
原
市
　
三
宅 

眞
一
さ
ん

赤
磐
市
　
山
本 

恵
美
子
さ
ん

倉敷市　兼信 清子さん

倉敷市　三宅 和子さん

き
い
じ
ょ
う
ろ
う
ほ
と
と
ぎ
す

数十年に一度  サトイモに花

※写真は
　イメージです

正解者の中から抽選で
15人の方に
「農協精米（きぬむすめ）」
をプレゼント！！

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

地
域の
良さ再発見!!
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PRESENT QUIZ
パズルに答えて、

特産品をＧｅｔしよう！

新型コロナウイルス感染拡大で厳しい状況が続いていますが、本誌は誌面を通じて厳しい状況の中でも生産者の笑顔や農畜産物・景色のすばらしさを
お伝えすることで、読者の方に一瞬でも笑顔になってもらいたいと願っています。一日も早い終息を願い、その時にはぜひ出かけてほしいとの思いで編集
しておりますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。なお、本誌掲載の商品は総額表示で表記しています。

▼
先
月
号
の「
晴
れ
び
と
」、
29
㌶
も
の

農
地
を
ほ
ぼ
一
人
で
管
理
さ
れ
て
い
る

安
藤
さ
ん
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

岡
山
市
・
ゴ
リ
さ
ん（
60
代
）

▼
先
月
号
の「
晴
れ
び
と
」の
安
藤
さ
ん

に
お
米
を
作
っ
て
も
ら
え
、
助
か
っ
て
い

ま
す
。
来
年
か
ら
は
お
子
さ
ん
も
始
め

ら
れ
る
と
知
り
、
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

奈
義
町
・
安
東 

裕
子
さ
ん（
70
代
）

▼
10
月
上
旬
、
稲
刈
り
が
無
事
終
わ
り
、

や
っ
と
一
息
つ
き
ま
し
た
。
お
い
し
い
新

米
の「
き
ぬ
む
す
め
」を
家
族
み
ん
な
で

食
べ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。「
今
年
も
一

等
米
！
」と
自
画
自
賛
で
す
。

矢
掛
町
・
松
田 

ゆ
か
り
さ
ん（
60
代
）

▼「
笑
味
ち
ゃ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
」を
毎
号

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。「
さ
さ
み
と

ゴ
ボ
ウ
の
ゆ
ず
マ
ヨ
和
え
」と
て
も
お
い

し
そ
う
！井

原
市
・
ひ
で
ぞ
う
さ
ん（
40
代
）

▼
お
米
を
買
っ
た
ば
か
り
な
の
で「
笑
味

ち
ゃ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
」の「
ご
ま
た
っ
ぷ
り
ふ

り
か
け
」を
作
っ
て
食
べ
た
い
で
す
。
ゴ

ボ
ウ
も
大
好
き
な
の
で「
さ
さ
み
と
ゴ
ボ

ウ
の
ゆ
ず
マ
ヨ
和
え
」も
い
い
で
す
ね
！

総
社
市
・
西
平 

静
子
さ
ん（
70
代
）

▼
私
の
い
と
こ
が
50
歳
で
仕
事
を
や
め
、

今
年
か
ら
両
親
の
ブ
ド
ウ
づ
く
り
の
手

伝
い
を
始
め
ま
し
た
。「
親
か
ら
学
べ
る

う
ち
に
」と
後
を
継
い
で
く
れ
、と
て
も

頼
も
し
い
で
す
。こ
れ
か
ら
も
若
い
人
に

ど
ん
ど
ん
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

倉
敷
市
・
高
倉 

洋
子
さ
ん（
60
代
）

▼
５
月
に
突
然
、
主
人
が
他
界
。
地
域

の
方
に
教
わ
り
な
が
ら
、
初
め
て
長
男

が
田
植
え
を
し
ま
し
た
。
地
域
の
協
力

も
あ
り
順
調
に
生
育
し
て
い
ま
し
た
が
、

雨
風
や
台
風
で
稲
が
倒
れ
て
発
芽
す
る

も
の
も
あ
り
大
変
で
し
た
。
収
穫
量
は

保
有
米
と
、
ほ
ん
の
少
し
出
荷
す
る
ほ

ど
で
し
た
。
長
男
の
初
め
て
の
稲
作
は

ち
ょ
っ
と
悲
し
い
結
末
に
な
り
ま
し
た
が
、

特
集
の「
今
だ
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
」を
読
ん

で
来
年
に
備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
中

山
間
地
域
で
の
稲
作
の
抱
え
る
課
題
は

山
積
し
て
い
ま
す
が
、
や
る
し
か
な
い

で
す
。久

米
南
町
・
前 

節
子
さ
ん（
60
代
）

▼
い
ろ
ん
な
農
産
物
を
栽
培
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
特
に
興
味
が
あ
る

の
は
ブ
ド
ウ
で
す
。

津
山
市
・
な
み
さ
ん（
20
代
）

▼「
コ
ル
チ
カ
ム
」、
や
っ
と
花
の
名
前
が

わ
か
り
ま
し
た
。
ご
近
所
に
可
愛
ら
し

い
ピ
ン
ク
色
の
花
が
咲
い
て
い
て
、
何
の

花
だ
ろ
う
…
？
と
気
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
先
月
号「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」の

ク
ロ
19
さ
ん
の
写
真
で
わ
か
り
ま
し
た
。

ク
ロ
19
さ
ん
あ
り
が
と
う
！

備
前
市
・
フ
ル
ベ
リ
さ
ん（
60
代
）

▼「
ソ
ラ
サ
ン
ぽ
」「
推
し
名
物
ま
つ
り
」な

ど
を
見
る
と
、
行
っ
て
み
た
い
所
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ

い
ろ
紹
介
し
て
ほ
し
い
で
す
！

真
庭
市
・
も
や
こ
さ
ん（
40
代
）

▼「
ピ
オ
ー
ネ
」の
出
荷
が
や
っ
と
終
わ
り

ま
し
た
。Ｊ
Ａ
の
指
導
で
乗
り
切
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
老
体
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
あ
と
10
年
頑
張
り
ま
す
。

新
見
市
・
藤
井 

勇
さ
ん（
70
代
）

▼
定
年
後
、
夫
婦
で
野
菜
づ
く
り
に
励

ん
で
い
ま
す
。
作
っ
た
野
菜
が
食
卓
に

並
ぶ
と
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

孫
た
ち
に
送
る
と「
お
い
し
か
っ
た
よ
。

あ
り
が
と
う
」と
連
絡
が
あ
り
、
一
段
と

幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
！！

倉
敷
市
・
岡
本 

登
美
栄
さ
ん（
60
代
）

▼
地
元
、高
梁
の「
氷
温
ブ
ド
ウ
」の
ニ
ュ
ー

ス
を
見
ま
し
た
。
お
正
月
の
お
せ
ち
に

入
れ
た
ら
彩
り
も
よ
く
、
ほ
か
の
料
理

も
引
き
立
つ
の
で
買
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
梁
市
・
川
﨑 

悦
子
さ
ん（
70
代
）

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

日本のクリスマスパーティーでよく食
べられる鶏肉料理
フランスやイタリアなどの通貨単位
旅先で泊まります
バットが出せず―の三振!
カーナビは「カー―システム」の略
年末、年の瀬ともいいます
物が汚れたり傷んだりすること
これから起こることを予測します
葦（アシ）の別名
イエス・キリストの母です
陸・海・―

1

2
3
4
5
8
10
11
13
14
16

年末年始の学校に行かない期間
牛の脂はヘット、豚の脂は
げっぷのこと。―にも出さない
赤・青・黄・緑など
ポニーテールをすると襟足にちょろり
美川憲一のヒット曲『―座の女』
豚の形をした―箱
今年の来客数は昨年の3割―だ
珍しい書物のこと
いろいろと考えあぐねて悩むこと
良い考え。―が浮かんだ

1
6
7
9
10
11
12
14
15
16
17

ヨコのカギ タテのカギ

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　総務企画課
　「晴ればれ」係

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場
合がございますがご了承ください。
※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの
掲載や当選賞品発送、JA事業運営以外では使用い
たしません。
※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触
れる可能性のないものに限ります。
※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、
ご自身のペンネームを必ず明記してください。
※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただ
きます。
※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた時点で
掲載可能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２2年12月12日（月）必着

あとがき

応募フォームURL：
　https://www.ja-hareoka.or.jp/form/harebare_present/ 
FAX：086－476－1840

本誌に関して

ハガキ･応募フォーム･ＦＡＸのいずれかに、必要事
項をご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

クロスワードパズル
先月号の答え

「アカワイン」
応募総数
701件

高梁の山奥にある故郷でこん
なミョウガを見つけました！80
年以上生きてきて初めてです。

倉敷市　赤木 弥昭さん

赤いのが実で白い丸が種子！
気温や湿度など一定の条件がそろわ
ないと見られないそうです。

応募フォームができました！応募フォームができました！コチラからコチラから

　「
価
値
・
強
み
」な
ど
を
表
す「
ブ
ラ
ン
ド
」。
商
品
の
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
も
ら
い
、
作
る
側
も
消
費
者
も
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
は
Ｊ
Ａ
の
各
部
署
や
広
報

も
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。
真
庭
地
区
が
誇
る
ブ
ラ
ン
ド「
ひ
る
ぜ

ん
大
根
」と「
銀
沫
®

」を
総
社
市
の

直
売
所
で
販
売
す
る
夢
の
競
演
を
行
い
ま
し
た
。

自
慢
の
特
産
物
を
お
客
さ
ま
が
目
の
前
で
、
喜
ん

で
買
っ
て
く
だ
さ
る
の
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
と
、

私
た
ち
も
幸
せ
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ハ
ッ
ピ
ー
を

広
め
る
た
め
、
ブ
ラ
ン
ド
農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ

に
力
が
入
る
瞬
間
で
す
。（
江
森
）

み
な
さ
ま
か
ら
の「
写
真
」「
イ
ラ
ス
ト
」

「
お
便
り
」「
川
柳
」の
ご
応
募
を

大
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！！

応募フォーム・FAXでの
応募もOK!!

JAオリジナル商品！！ 
この機会にぜひご賞味ください。

下記の商品は、JA 共済の地域貢献活動事業を活用し開発しています。

我が家のホースに長いこと
居候しているカエル、水を
出すと飛んでいくけど朝に
はちゃんと帰っています（笑）

奈義町　メルモちゃん

し
ゃ
じ
な
っ
ぽ（
イ
タ
ド
リ
の
一
種
）が

赤
色
の
花
を
た
く
さ
ん
つ
け
ま
し
た
。

真
庭
市
　
池
田 

昭
子
さ
ん

可
愛
が
っ
て
い
る
山
野
草
の

「
紀
伊
上
臈
杜
鵑
」の
花
が

咲
き
ま
し
た
。

久
米
南
町 

八
幡 

清
美
さ
ん

期間限定

蒜山 Ｊ
Ａ
が
原
料
供
給
し
、

メ
ー
カ
ー
と

共
同
開
発
し
た

美
味
し
い
漬
物
で
す
！

こだわり大根
浅漬

井
原
市
　
三
宅 

眞
一
さ
ん

赤
磐
市
　
山
本 

恵
美
子
さ
ん

倉敷市　兼信 清子さん

倉敷市　三宅 和子さん

き
い
じ
ょ
う
ろ
う
ほ
と
と
ぎ
す

数十年に一度  サトイモに花

※写真は
　イメージです

正解者の中から抽選で
15人の方に
「農協精米（きぬむすめ）」
をプレゼント！！

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

地
域の
良さ再発見!!
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晴れびと！

共同育苗と経済性を糧に
魅力ある作物へ

「組合員の笑顔」が広がる「協同」の素晴らしさを伝える広報誌

h a r e  b a r e

生け花だけじゃない！
フォックスフェイスの楽しみ方♪

h a r e  b a r e

発　行　晴れの国岡山農業協同組合　〒713-8113 倉敷市玉島八島1510番地1
編　集　総務企画課　TEL.086-476-8092　https://www.ja-hareoka.or.jp/
発行日　2022年11月20日発行（毎月20日発行）
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こ く し ょ う こ く さ ん

[ 準備するもの ]
■吸水フォーム
■吸水フォームが入る大きさのお皿(容器)
■木工用ボンド
■リボンなど好きな飾り
■小さめの「フォックスフェイス」・・・30個程度

[ つくりかた ] 
1. 吸水フォームをクリスマスツリーのように円錐形にカッ
ターなどで削り、形を作る。

2. ①を用意したお皿に入れる。水は入れない。

3. 「フォックスフェイス」の軸に木工用ボンドを付けて、
吸水フォームに刺していく。上になるにつれて、小さ
めの「フォックスフェイス」を付けると、よりツリーのよう
に見える。

4. 「フォックスフェイス」を刺した間に、リボンなど飾りと
なるものを押しピンや待ち針で刺して完成。

幸運を呼ぶ
クリスマスツリー

びほく管内で栽培している
「花トウガラシ」や小菊と一
緒にいけています。

生け花に

100円ショップなどで売って
いるフェルトや目のシールを
使い、「フォックスフェイス」の
胴体には目を、角の部分に
フェルトや紐を飾ることで、
子ギツネの置物に大変身！

ちょっとした置物に

フォックスフェイス
キャラクター「コン吉」

24HAREBARE


